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古
琉
球
の
時
代
の
那
覇
に
、
上
天
妃
宮
や
下
天
妃
宮
、
天
尊
廟
、
龍
王
殿
な
ど
中
国
渡
来
の
信
仰
の
宮
・
廟
が
あ
つ
（ｌ） 
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
宮
・
廟
な
ど
の
う
ち
上
天
妃
宮
と
下
天
妃
宮
は
、
琉
球
の
宗
教
史
の
み
な
ら
ず
、
外
交
・
政
治
・
文
化
・
貿
易
史
上
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
天
妃
宮
と
下
天
妃
宮
の
創
建
時
期
や
時
代
背
景
、
そ
の
後
の
変
遷
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
信
頼
し
う
る
一
次
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
琉
球
最
初
の
正
史
で
あ
る
向
象
賢
『
中
山
世
鑑
』
（
’
六
五
○
）
を
は
じ
め
、
察
鐸
本
『
中
山
世
古
琉
球
期
那
覇
の
三
つ
の
天
妃
宮
は
じ
め
に
ｌ
成
立
と
展
開
、
立
地
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
高
橋
康
夫
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譜』（一七○一）、察温本『中山世譜』（一七二四）、『球陽』（一七四五）などの史書、また琉球最初の地誌
で
あ
る
『
琉
球
国
由
来
記
』
（
一
七
一
三
）
の
巻
九
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
と
、
そ
れ
に
続
く
鄭
乗
哲
『
琉
球
国
旧
記
』
（
’
七
三
一
）
巻
一
所
収
の
「
唐
栄
記
」
な
ど
の
地
誌
に
お
い
て
も
、
明
快
な
叙
述
は
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
天
妃
（
婚
祖
）
信
仰
に
関
す
る
包
括
的
な
研
究
書
で
あ
る
季
獣
璋
『
嬬
祖
信
仰
の
研
究
』
は
上
記
の
基
礎
的
な
問
題
を
論
じ
て
い
る
が
、
天
妃
宮
の
創
建
と
変
遷
の
過
程
な
ど
に
つ
い
て
、
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
い
く
つ
か
の
疑
問
を
呈
せ
ざ
る
を
得
（２） 
な
い
。
天
妃
宮
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
自
云
体
的
な
史
実
、
事
実
関
係
で
さ
え
明
確
に
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
の
が
現
況
大
き
な
問
題
点
と
し
て
、
古
琉
球
か
ら
近
世
琉
球
に
か
け
て
の
お
よ
そ
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
那
覇
（
狭
義
）
の
下
天
妃
宮
の
ほ
か
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
天
妃
宮
が
波
上
の
地
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
見
落
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
久
米
村
と
那
覇
と
波
上
、
三
つ
の
天
妃
宮
が
同
時
代
の
那
覇
（
広
義
）
に
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
天
妃
宮
の
変
遷
は
も
ち
ろ
ん
、
琉
球
外
交
史
上
に
占
め
る
位
置
や
意
義
な
ど
に
少
な
か
ら
ぬ
誤
解
、
混
乱
が
生
じ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
、
琉
球
史
上
重
要
な
上
天
妃
宮
と
下
天
妃
宮
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
所
在
地
に
着
曰
し
つ
つ
、
数
少
な
い
史
料
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
記
の
課
題
の
解
決
に
多
少
な
り
と
も
資
（３） 
である。
（４） 
１〕たいと考える。
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『
琉
球
国
由
来
記
』
の
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
は
二
○
箇
条
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
一
○
箇
条
が
下
天
妃
廟
・
上
天
妃
廟
・
（Ｐ３） 
龍
王
殿
・
天
尊
堂
・
孔
子
廟
・
関
帝
廟
の
沿
革
や
祭
祀
の
記
述
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
唐
栄
、
す
な
わ
ち
渡
来
系
琉
球
人
の
集
住
す
る
久
米
村
の
人
々
の
信
仰
の
中
核
を
な
し
て
い
た
の
は
、
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
中
国
大
陸
に
由
来
す
る
上
天
妃
廟
・
下
天
妃
廟
・
龍
王
殿
・
天
尊
堂
・
孔
子
廟
・
関
帝
廟
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
を
管
理
し
て
い
た
（６） 
の
も
唐
栄
の
人
々
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
に
お
い
て
こ
れ
ら
に
か
か
わ
る
記
述
が
半
ば
を
占
め
て
い
る
の
も
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
に
記
さ
れ
た
年
間
の
行
事
を
み
る
と
、
上
下
の
天
妃
宮
と
天
尊
廟
、
龍
王
殿
の
祭
祀
は
聖
誕
の
（【ｌ）
日が異なるだけであって、ほかはほぼ共通している。ただ天妃宮のみ、聖誕の日に大夫から若秀才ま
で
天
妃
経
を
と
な
え
る
の
は
大
き
な
ち
が
い
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
上
元
節
の
あ
い
だ
、
久
米
村
の
大
門
と
西
門
、
上
天
妃
宮
、
下
天
妃
宮
に
そ
れ
ぞ
れ
「
結
采
門
」
｜
座
を
立
て
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
上
元
節
の
「
美
観
に
（８） 
備ふ」ための装飾であったが、南の大門、北の「西門」（「西」は実際の方位としては北を指す）とともに、
東
の
上
天
妃
宮
、
西
の
下
天
妃
宮
が
久
米
村
の
要
衝
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
上
下
の
天
妃
宮
に
対
す
る
信
仰
が
久
米
村
の
祭
祀
の
中
核
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
は
、
と
く
に
航
海
安
全
と
雨
の
祈
願
に
つ
い
て
項
を
立
て
て
記
載
す
る
。
天
尊
が
「
護
国
庇
民
久
米
村
と
上
天
妃
宮
５１古琉球期那覇の三つの天妃宮
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の
天
神
」
、
龍
王
が
「
風
雨
の
神
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
尊
・
龍
王
二
廟
に
お
い
て
祈
雨
の
祭
祀
も
行
わ
れ
る
。
通
常
と
大
旱
の
時
と
で
祭
祀
の
内
容
が
異
な
る
が
、
共
通
す
る
の
は
、
久
米
村
の
大
夫
以
下
七
人
が
廟
ご
と
に
焼
香
し
、
「
太
（９） 
上
玉
椹
宝
経
」
な
ど
、
一
二
つ
の
経
を
と
な
え
る
こ
と
で
あ
る
。
那
覇
や
久
米
村
の
人
々
に
と
っ
て
と
り
わ
け
重
要
な
航
海
安
全
に
つ
い
て
は
、
上
下
の
天
妃
宮
・
天
尊
廟
・
龍
王
殿
（皿）
に
お
い
て
祭
祀
が
行
わ
れ
る
。
進
貢
船
が
船
出
す
る
と
、
久
米
村
で
は
そ
の
日
か
ら
七
日
の
あ
い
だ
は
、
天
妃
一
一
廟
に
お
い
て
大
夫
か
ら
若
秀
才
に
い
た
る
人
々
が
焼
香
し
、
天
妃
経
を
と
な
え
、
そ
の
後
、
天
尊
・
龍
壬
二
廟
に
お
い
て
焼
香
し
、
祈
祷
す
る
。
そ
の
次
の
日
よ
り
帰
国
の
日
ま
で
毎
日
、
大
夫
以
下
、
若
秀
才
・
郷
宮
士
ま
で
輪
番
で
四
廟
に
拝
梼
す
る
。
天
妃
二
廟
と
天
尊
・
龍
王
二
廟
に
お
い
て
い
ず
れ
も
航
海
の
安
全
を
祈
る
の
で
あ
る
が
、
航
海
の
安
全
が
信
仰
の
中
心
で
あ
る
天
妃
二
廟
の
ほ
う
に
、
よ
り
重
み
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
の
記
載
内
容
は
、
い
わ
ば
久
米
村
の
公
式
年
中
祭
祀
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
久
米
村
の
住
人
や
冊
封
便
た
ち
、
さ
ら
に
は
航
海
に
か
か
わ
る
人
々
の
信
仰
の
あ
り
よ
う
は
そ
れ
と
は
少
し
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
冊
封
使
な
ど
に
よ
る
使
琉
球
録
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
彼
ら
の
上
天
妃宮への信仰を記している。たとえば一六三一一一年の冊封使杜一一一策の従客として琉球に渡った胡靖の『琉
球
記
』
は
、
冊
封
使
た
ち
は
そ
の
往
還
に
際
し
て
久
米
村
の
上
天
妃
宮
に
お
い
て
五
昼
夜
に
わ
た
っ
て
祈
祷
を
行
う
の
〈、）
が
慣
例
化
し
て
い
た
と
い
う
。
上
天
妃
宮
は
冊
封
使
た
ち
に
と
っ
て
航
海
儀
礼
の
重
要
な
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
航
海
の
無
事
を
祈
る
冊
封
使
の
儀
礼
が
、
少
な
く
と
も
一
六
○
六
年
の
冊
封
便
夏
子
陽
の
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
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も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
久
米
村
上
天
妃
宮
の
重
要
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
一
六
八
一
一
一
年
の
冊
封
使
汪
揖
の
『
使
琉
球
雑
録
』
は
上
天
妃
宮
に
つ
い
て
、
「
使
臣
、
朔
望
に
は
必
ず
粛
謁
して香火す。下宮（下天妃宮）に視ぶるに較盛なり」（原文は漢文、また括弧内は引用者による注記、以下同様。）
（ｕ） 
と
述
べ
る
。
胡
靖
の
よ
う
に
「
琉
球
へ
の
往
復
に
際
し
て
五
昼
夜
に
わ
た
っ
て
祈
祷
す
る
」
と
は
書
か
な
い
が
、
冊
封
便
た
ち
は
毎
月
一
日
と
十
五
日
に
は
か
な
ら
ず
参
拝
し
て
焼
香
す
る
と
し
、
下
天
妃
宮
に
比
べ
る
と
少
し
盛
ん
で
あ
る
（凪）
と
い
う
の
も
、
下
天
妃
宮
の
「
垣
に
就
く
」
姿
、
つ
一
ま
り
破
れ
か
け
て
い
る
姿
と
比
較
し
て
興
味
深
い
。
一
七
一
九
年
の
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
も
「
天
妃
宮
行
香
」
と
し
て
、
入
館
の
後
、
吉
を
消
び
鼓
樂
儀
從
し
て
、
船
上
の
天
妃
及
び
學
公
艤
簾
麗
渤
録
、
諸
海
神
の
位
を
奉
迎
し
て
、
上
（川）
天
妃
宮
内
に
供
す
。
朔
望
の
日
に
は
行
香
す
。
と
述
べ
て
い
る
。
孔
子
廟
や
天
尊
廟
に
つ
い
て
は
天
使
館
に
入
っ
て
二
日
目
に
行
っ
て
焼
香
す
る
が
、
朔
望
に
焼
香
す
（旧〉
る
｝
」
と
は
な
い
と
い
う
か
ら
、
毎
月
一
日
と
十
五
日
の
参
拝
と
焼
香
は
、
上
天
妃
宮
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
冊
封
使
に
と
っ
て
大
切
な
廟
は
上
天
妃
宮
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
下
天
妃
宮
や
天
尊
廟
、
孔
子
廟
と
は
異
な
っ
た
重
要
さ
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
考
え
て
お
こ
う
。
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
そ
し
て
「
唐
栄
記
」
に
よ
る
と
、
関
帝
廟
が
一
六
九
一
年
に
上
天
妃
宮
の
廟
内
に
新
築
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
も
と
も
と
那
覇
の
津
の
仲
三
重
城
に
あ
っ
た
龍
王
殿
が
十
八
世
紀
初
（焔）
頭
に
は
上
天
妃
宮
の
敷
地
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
天
妃
宮
は
、
龍
王
殿
や
関
帝
廟
を
内
包
し
た
｝
」
と
に
よ
っ
て
５３古琉球期那覇の三つの天妃宮
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久
米
村
の
信
仰
の
中
心
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
久
米
村
の
信
仰
の
核
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
関
帝
廟
の
新
築
や
龍
王
殿
の
移
築
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
上
天
妃
宮
と
そ
の
地
が
中
国
渡
来
の
信
仰
に
か
か
わ
る
複
合
的
な
、
ま
た
大
き
な
意
味
を
も
つ
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
上
天
妃
宮
の
場
所
の
意
味
に
つ
い
て
も
う
一
つ
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
唐
栄
記
」
は
所
在
地
情
報
を
記
載
す
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
上
天
妃宮が「在唐栄村中」、龍王殿が「在天妃廟内地」、
関
帝
廟
が
「
在
上
天
妃
廟
内
」
と
あ
り
、
他
方
、
下
天
妃
宮
が
「
在
唐
栄
・
那
覇
之
境
」
、
天
尊
廟
が
「
在
唐
栄
西
門
（
唐
栄
の
北
方
に
あ
る
門
の
こ
と
）
外
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
下
天
妃
宮
と
天
尊
廟
は
唐
栄
の
外
に
位
置
し
た
の
で
あ
っ
て
、
龍
王
殿
と
関
帝
廟
を
含
む
上
天
妃
宮
の
み
が
唐
栄
の
な
か
に
あ
っ
た
。
渡
来
系
琉
球
人
の
生
活
空
間
の
な
か
に
営
ま
れ
て
い
た
の
は
上
天
妃
宮
だ
け
と
い
っ
て
よ
い
。
唐
栄
・
久
米
村
に
と
っ
て
、
と
く
に
上
天
妃
宮
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
上
天
妃
宮
・
下
天
妃
宮
・
天
尊
廟
・
龍
王
殿
・
孔
子
廟
・
関
帝
廟
な
ど
六
つ
の
宮
・
廟
の
創
建
年
代
に
つ
（、）
い
て
ご
く
簡
単
に
ふ
れ
る
と
、
孔
子
廟
が
一
六
七
四
年
に
竣
工
し
た
こ
と
、
ま
た
関
帝
廟
が
一
六
九
一
年
に
創
建
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
残
る
上
天
妃
宮
・
下
天
妃
宮
・
天
尊
廟
・
龍
王
殿
に
つ
い
て
は
、
通
説
で
は
第
一
尚
氏
王
朝
の
尚
泰
久
の
時
代
に
鋳
造
さ
れ
た
鐘
の
銘
か
ら
上
天
妃
宮
・
下
天
妃
宮
・
天
尊
廟
は
十
五
世
紀
半
ば
に
は
存
在
し
て
い
た
、
ま
た
龍
王
殿
も
同
じ
時
期
に
創
建
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
琉
球
の
時
代
、
十
五
世
紀
半
ば
以
前
（聡）
に
さ
か
の
ぼ
る
と
み
て
よ
い
。
5４ 
Hosei University Repository
天
妃
宮
が
琉
球
王
国
の
外
交
機
能
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
が
、
そ
の
実
態
が
十
分
に
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
近
年
に
お
い
て
も
、
琉
球
王
府
の
重
要
な
外
交
文
書
集
で
あ
る
『
歴
代
宝
案
』
が
「
天
妃
宮
」
に
所
蔵
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
久
米
村
の
上
天
妃
宮
な
の
か
、
那
覇
の下天妃宮なのかは、意外なことにあいまいなままなのである。『沖縄県の地名』（平凡社、二○○二）は、
「上天妃宮跡」の項において、
王
府
の
外
交
文
書
は
天
妃
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
破
損
散
失
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
康
煕
三
六
年
国
相
向
弘
才
・
法司（一一一司官）向世俊らが察鐸らに命じて「歴代宝案」を編纂させた（「歴代宝案」序文）。この編
纂
事
業
は
当
宮
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
同
年
四
月
四
日
よ
り
始
め
一
一
月
三
○
日
に
完
成
し
た
（
梁
氏
饒
波
家
家
譜
・
「
歴
代
宝
案
」
）
。
「
歴
代
宝
案
」
は
二
部
作
成
さ
れ
、
｜
部
は
首
里
城
、
も
う
一
部
は
天
妃
宮
に
保
管
さ
れ
た
。
（
括
弧のなかの注記は原文のまま）。
と
説
明
す
る
。
以
下
の
議
論
の
た
め
、
こ
の
説
明
が
依
拠
し
て
い
る
『
歴
代
宝
案
』
（
一
六
九
七
年
に
編
纂
が
完
了
）
の
序
の
冒
頭
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
歴
代
宝
案
は
天
妃
宮
に
蔵
し
、
其
の
来
た
れ
る
や
久
し
・
（
中
略
）
、
旧
案
を
重
修
し
、
抄
し
て
二
部
と
成
さ
し
む
。
一
部
は
四
十
九
本
な
り
。
｜
部
は
王
城
に
上
り
、
一
部
は
天
妃
宮
に
蔵
す
。
康
煕
三
十
六
年
丁
丑
四
月
四
日
よ
り
二
天
妃
宮
の
外
交
機
能
５５古琉球期那覇の三つの天妃宮
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（円）
起
こ
し
、
十
一
月
一
二
十
日
に
至
り
告
竣
す
。
『
沖
縄
県
の
地
名
』
の
説
明
が
「
天
妃
宮
」
を
総
称
的
に
用
い
、
上
天
妃
宮
と
下
天
妃
宮
の
区
別
を
明
示
し
な
い
の
は
、
『
歴
代
宝
案
』
の
序
の
記
事
に
し
た
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
と
も
に
、
ど
ち
ら
か
判
然
と
し
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
上
天
妃
宮
跡
」
の
項
に
説
明
を
お
い
た
の
は
鋼
先
の
引
用
に
続
い
て
「
と
く
に
上
天
妃
宮
は
こ
の
後
も
外
交
文
書
作
成
を
行
う
事
務
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
で
」
あ
る
と
の
推
定
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
歴
代
宝
案
』
の
序
な
ど
に
み
ら
れ
る
「
天
妃
宮
」
と
い
う
表
記
の
意
味
は
、
そ
の
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
自
明
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
現
在
で
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
上
天
妃
宮
と
下
天
妃
宮
の
成
り
立
ち
、
機
能
、
特
質
の
違
い
を
考
え
る
と
き
、
ま
た
琉
球
壬
府
の
外
交
を
考
え
る
と
き
、
外
交
機
能
を
担
っ
た
の
は
上
天
妃
宮
な
の
か
、
下
天
妃
宮
な
の
か
、
両
方
な
の
か
。
こ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
小
さ
な
問
題
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
言
及
し
た
李
獣
璋
は
、
『
中
山
世
譜
』
の
記
事
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
第
一
尚
氏
王
朝
の
尚
巴
志
が
永
楽
二
十
一
一
年
（
’
四
二
四
）
に
下
天
妃
宮
を
創
建
し
た
と
考
え
る
。
そ
う
し
て
尚
巴
志
が
下
天
妃
宮
を
創
建
し
た
理
由
と
し
て
、
琉
球
壬
府
が
冊
封
使
の
航
海
安
全
の
祭
祀
を
掌
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
「
貢
賜
貿
易
の
公
所
」
、
す
な
わ
ち
外
交
・
貿
易
機
能
を
担
う
役
所
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
あ
げ
る
。
下
天
妃
宮
の
創
建
と
機
能
の
推
定
に
か
か
わ
っ
て
、
季
献
璋
は
現
存
の
『
歴
代
宝
案
』
が
永
楽
二
十
二
年
に
始
ま
る
こ
と
、
「
歴
代
宝
案
は
天
妃
宮
に
蔵
し
、
其
の
来
た
れ
（卯）
る
や
久
し
」
を
重
視
１
）
て
い
る
が
、
『
歴
代
宝
案
』
が
下
天
妃
宮
に
所
蔵
さ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
季
献
璋
自
身
も
「
こ
の
廟
（
下
天
妃
宮
…
…
引
用
者
注
）
に
収
蔵
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
明
・
琉
問
の
関
係
文
件
」
と
記
述
す
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る
だ
け
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
な
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
李
獣
璋
の
説
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
近
年
に
な
っ
て
『
沖
縄
県
の
地
名
』
が
異
な
る
説
を
提
示
し
て
い
る
。
私
も
ま
た
、
少
な
く
と
も
近
世
に
お
い
て
は
上
天
妃
宮
が
琉
球
王
府
の
外
交
文
書
を
作
成
、
保
管
し
、
そ
の
集
成
で
あ
る
『
歴
代
宝
案
』
を
管
理
、
所
蔵
す
る
役
割
を
担
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
す
こ
し
検
討
し
て
み
よ
う
。
一九九四年に刊行された『歴代宝案』訳注本第一冊は、前掲『歴代宝案』の序の「天妃宮」に注を付して、
那
覇
の
下
天
妃
宮
は
天
使
館
の
東
に
あ
り
、
「
国
中
案
犢
、
多
儲
於
此
」
と
『
中
山
伝
信
録
』
に
あ
る
。
『
歴
代
宝
案
』
第
一
集
の
編
集
も
こ
こ
で
行
わ
れ
た
。
と
説
明
し
、
季
献
璋
と
同
じ
下
天
妃
宮
説
を
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
参
照
す
べ
き
事
項
と
し
て
注
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は、梁邦基（久米村梁氏、饒波家、九世）と金溥（久米村金氏、阿波連家、十世）の略歴、そして『歴代宝案』
編
集
に
か
か
わ
る
家
譜
の
部
分
で
あ
る
（
以
下
、
原
文
を
読
み
下
し
て
引
用
）
。
梁
邦
基
…
…
康
煕
三
十
六
年
丁
丑
四
月
初
四
日
、
歴
代
入
貢
寶
案
残
畉
に
因
り
、
法
司
の
令
を
奉
り
て
、
同
鄭
宗
徳
宮
城
親
雲
上
・
鄭
明
良
港
川
親
雲
上
、
抄
を
督
せ
ん
が
為
め
、
日
に
天
妃
宮
に
上
り
、
十
一
月
三
十
日
に
至
り
て
抄
し
て
二
部
と
成
さ
し
む
。
一
部
四
十
九
本
。
一
部
は
王
城
に
上
り
、
一
部
は
天
妃
宮
に
藏
ず
。
金
溥
…
…
予
等
、
毎
日
天
妃
宮
に
千
き
選
抄
す
、
九
月
二
十
六
日
に
至
り
、
存
留
通
事
と
為
る
に
因
り
て
告
辮
す
。
以
上
の
史
料
で
は
い
ず
れ
も
た
だ
「
天
妃
宮
」
と
の
み
書
か
れ
、
上
天
妃
宮
か
下
天
妃
宮
か
、
内
容
か
ら
も
区
別
を
５７古琉球期那覇の三つの天妃宮
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付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
訳
注
者
が
下
天
妃
宮
が
『
歴
代
宝
案
』
を
所
蔵
し
、
そ
こ
で
第
一
集
の
編
集
も
行
わ
れ
た
と
断
定
し
た
の
は
、
李
献
璋
の
説
に
加
え
て
、
汪
揖
『
使
琉
球
雑
録
』
と
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
の
下
天
妃
宮
の
説
明
に
「
国
中
案
犢
、
多
儲
於
此
」
と
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
国
中
の
案
犢
、
多
く
は
此
に
儲
ふ
」
と
は
「
琉
球
国
の
宗
門
改
め
の
木
札
は
多
く
こ
こ
に
た
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
つ
（訓〉
て
、
外
交
文
菫
皀
や
『
歴
代
宝
案
』
の
所
蔵
と
は
な
ん
の
関
係
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
下
天
妃
宮
と
結
論
づ
け
る
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
下
天
妃
宮
が
宗
門
改
め
な
ど
内
政
機
能
に
か
か
わ
る
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
外
交
機
能
を
担
い
、
『
歴
代
宝
案
』
を
所
蔵
し
、
そ
の
第
一
集
の
編
集
が
行
わ
れ
た
の
が
上
天
妃
宮
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
に
加
え
て
、
上
天
妃
宮
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
い
く
つ
か
の
理
由
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
一
つ
は
、
近
世
で
は
た
ん
に
天
妃
宮
と
い
わ
れ
る
と
き
、
久
米
村
に
と
っ
て
重
要
な
上
天
妃
宮
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
えば久米村の鄭謙が撰した「琉球国創建天尊廟天妃宮龍王殿関帝祠総記」（以下「総記」と略称）を見る
と
、
文
章
の
中
に
最
初
に
現
れ
る
天
妃
宮
は
下
天
妃
宮
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
宮
、
あ
る
い
は
天
妃
宮
と
あ
る
計
三
箇
所
は
明
ら
か
に
上
天
妃
宮
を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
歴
代
宝
案
の
「
天
妃
宮
」
は
下
天
妃
宮
で
は
な
く
、
上
天
妃
宮
で
あ
る
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
梁
氏
家
譜
に
お
い
て
天
妃
宮
へ
行
く
の
に
「
上
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
手
が
か
り
の
一
つ
で
あ
り
、
平
坦
地
に
あ
る
下
天
妃
宮
で
は
な
く
、
上
天
妃
宮
の
立
地
に
ふ
さ
わ
し
い表現である（第四章３節参照）。
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少
な
く
と
も
一
六
九
七
年
当
時
に
『
歴
代
宝
案
』
の
原
史
料
を
所
蔵
し
、
ま
た
『
歴
代
宝
案
』
第
一
集
の
編
纂
作
業
が
行
わ
れ
た
の
は
上
天
妃
宮
で
あ
る
。
「
歴
代
宝
案
は
天
妃
宮
に
蔵
し
、
其
の
来
た
れ
る
や
久
し
」
を
素
直
に
解
す
る
と
、
お
そ
ら
く
一
六
九
七
年
以
前
、
古
琉
球
の
時
代
に
遡
っ
て
上
天
妃
宮
が
『
歴
代
宝
案
』
を
所
蔵
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
’
六
九
七
年
以
後
も
上
天
妃
宮
が
『
歴
代
宝
案
』
を
所
蔵
し
続
け
た
こ
と
は
、
上
天
妃
宮
に
懸
け
ら
れ
て
い
た
徐
葆
光
の
聯
二
七
一
九
年
）
に
、
全
海
の
洪
波
を
統
べ
、
術
し
て
人
情
に
順
い
、
應
に
東
西
南
北
を
念
ず
べ
し
。
（”一）
歴
朝
の
寶
冊
を
綜
べ
、
仰
い
で
聖
徳
一
と
硯
い
、
一
に
忠
孝
慈
仁
を
心
と
す
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
証
さ
れ
る
。
こ
の
徐
葆
光
の
聯
は
「
歴
朝
の
寶
冊
」
、
す
な
わ
ち
『
歴
代
宝
案
』
の
編
纂
と
上
天
妃
宮
の
関
係
、
ひ
い
て
は
上
天
妃
宮
が
外
交
・
貿
易
機
能
を
担
う
役
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
っ
と
も
確
か
な
史
料
と
宮の関係、
いえよう。
付
け
加
え
る
な
ら
、
『
沖
縄
県
の
地
名
』
も
記
す
よ
う
に
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
も
外
交
文
書
を
作
成
す
る
場
は
上
天
妃
宮
で
あ
っ
た
。
「
威
豊
五
年
（
’
八
五
五
）
乙
卯
六
月
中
日
記
」
の
六
月
九
日
付
の
文
書
に
は
、
「
上
之
天
后
宮
（
上
（羽）
天
妃
宮
）
之
儀
、
先
例
漢
字
御
右
筆
方
井
通
書
役
詰
所
ニ
ー
ナ
御
座
侯
処
、
（
中
略
）
漢
字
方
之
儀
、
当
時
唐
工
之
御
状
調
（割）
方
及
数
通
、
夫
々
手
配
を
以
書
調
、
且
通
書
役
も
追
々
仕
口
取
懸
申
事
候
処
」
と
、
そ
の
役
割
の
一
端
が
記
さ
れ
て
い
る
。
下
天
妃
宮
は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
十
七
世
紀
以
降
、
外
交
文
書
を
作
成
し
た
り
、
『
歴
代
宝
案
』
の
編
纂
・
所
蔵
に
あ
た
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
に
「
国
５９古琉球期那覇の三つの天妃宮
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中
の
案
憤
、
多
く
は
此
に
儲
ふ
」
と
あ
り
、
ま
た
親
見
世
役
人
の
詰
め
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
琉
球
王
府
の
内
政
、
住
民
支
配
を
管
掌
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
上
天
妃
宮
と
下
天
妃
宮
は
、
天
妃
信
仰
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
琉
球
王
府
の
行
政
機
関
と
し
て
上
天
妃
宮
が
外
交
、
下
天
妃
宮
が
内
政
と
い
う
よ
う
に
、
あ
る
意
味
で
対
極
的
な
王
府
の
機
能
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
李
献
璋
の
説
は
近
世
に
お
い
て
は
妥
当
性
を
欠
く
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
古
琉
球
の
時
代
、
と
く
に
第
一
尚
氏
王
朝
の
時
代
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
史
料
の
裏
付
け
が
必
要
で
は
あ
る
も
の
の
、
現
時
点
で
想
定
で
き
る
有
力
な
作
業
仮
説
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
外
交
機
能
の
担
い
手
が
古
琉
球
の
下
天
妃
宮
か
ら
近
世
琉
球
の
上
天
妃
宮
に
代
わ
っ
た
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
変
化
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
た
な
問
題
を
考
え
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
下
天
妃
宮
に
も
徐
葆
光
の
書
い
た
聯
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
は
「
那
覇
と
唐
螢
、
雨
宮
を
並
時
し
て
上
下
に
〈羽）
分っ」とあり、那覇の下天妃宮と唐栄（唐営、久米村）の上天妃宮が並び立つ状況が端的に語られている。
本
章
で
は
こ
れ
ら
の
所
在
地
を
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
天
妃
宮
が
波
上
の
地
に
存
在
し
た
こ
と
、
し
か
も
三
つ
の
天
妃
宮
が
同
時
代
の
那
覇
に
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
汪
揖
三
天
妃
宮
の
所
在
地
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や
徐
葆
光
、
周
煙
が
眺
め
、
「
琉
球
国
由
来
記
』
な
ど
が
記
す
、
那
覇
の
下
天
妃
宮
と
久
米
村
の
上
天
妃
宮
が
並
び
立
つ
姿
が
、
歴
史
的
な
変
化
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
那
覇
に
お
け
る
天
妃
宮
の
創
建
と
変
容
を
考
え
る
準
備
作
業
と
し
た
い
。
で
、
前
節
で
あ
げ
本文の順に記す）。
（町）
・一七五六年、周煙、『琉球国志略』、「天妃宮有一二、｜在那覇、天使館東、曰下天妃宮、門南向」
（汎）
下
天
妃
宮
は
定
説
の
よ
う
に
近
世
を
通
じ
て
同
じ
と
こ
ろ
、
「
那
覇
」
の
天
使
館
の
東
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
〈四）
また明治初期に串ロ同じ位置にあった。
さ
て
、
徐
葆
光
と
周
煙
が
所
在
地
を
「
那
覇
」
と
書
き
、
ま
た
久
米
村
住
人
鄭
乗
哲
の
「
唐
栄
記
」
が
下
天
妃
宮
の
下
天
妃
宮
が
天
使
館
の
東
隣
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
再
確
認
の
意
味
、
前
節
で
あ
げ
た
史
料
の
他
に
い
く
つ
か
の
使
琉
球
録
の
記
事
を
引
用
し
て
お
き
た
い
（
以
下
、
渡
琉
年
・
筆
者
・
書
名
．
・一六三一一一年、胡靖、『琉球記』、「由舘前横道左行、則天妃廟」
・一六八三年、汪揖、『使琉球雑録』、「天妃宮有一一、下天妃宮與天使館隣並」
・
一
七
一
九
年
、
徐
葆
光
、
『
中
山
伝
信
録
』
、
「
琉
球
天
妃
宮
有
二
、
｜
在
那
覇
、
曰
下
天
妃
宮
、
天
使
館
之
東
、
門
（加）
南向」 １那
覇
の
下
天
妃
宮
６１古琉球期那覇の三つの天妃宮
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所
任
地
を
「
在
唐
栄
・
那
覇
之
境
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
第
一
に
、
下
天
妃
宮
は
唐
栄
（
久
米村）に立地していなかったこと、そして第二に、「唐栄記」の記述によるならば、下天妃宮が那覇東
村
と
久
米
村
の
境
界
の
地
に
立
地
し
て
い
た
と
い
う
興
味
深
い
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
「
唐
栄
記
」
が
、
隣
接
す
る
天
使
館
の
所
在
地
に
つ
い
て
も
「
在
那
覇
・
唐
栄
之
境
」
と
す
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
那
覇
を
構
成
す
る
東
村
・
西
村
・
泉
崎
村
・
若
狭
町
村
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
ず
、
久
米
村
に
も
属
さ
な
い
下
天
妃
宮
や
天
使
館
は
、
なにか特別の理由のもとに造営されたことを示唆しているのであろう（第四章１節で検討する）。
上
天
妃
宮
は
、
久
米
村
人
に
よ
る
「
唐
栄
記
」
が
「
唐
栄
の
村
中
に
在
り
」
と
記
し
、
冊
封
使
た
ち
も
同
様
に
、
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
が
「
上
天
妃
宮
、
在
久
米
村
」
、
周
煙
『
琉
球
国
志
略
』
が
二
在
久
米
村
、
曰
上
天
妃
宮
」
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
上
天
妃
宮
の
所
在
地
は
一
見
単
純
な
問
題
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
具
体
的
に
久
米
村
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
史
料
に
即
し
て
簡
明
に
叙
述
す
る
の
は
、
じ
つ
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
窪
徳
忠
が
李
献
璋
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
難
し
い
状
況
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
唐
栄
に
あ
っ
た
二
廟
の
位
置
に
つ
い
て
、
下
天
妃
廟
に
関
し
て
は
天
使
館
の
隣
と
諸
書
の
記
載
が
一
致
し
て
い
る
のに対して、上天妃廟に関しては孔子廟の右（『使琉球雑録』）、天尊廟の東Ｓ中山紀略』）、曲巷（「中
山
伝
信
録
』
）
な
ど
と
不
一
致
の
上
に
、
嘉
手
納
宗
徳
復
元
の
明
治
初
年
の
那
覇
の
古
地
図
に
は
下
天
妃
宮
の
隣
り
、
２
久
米
村
の
上
天
妃
宮
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具
志
堅
以
徳
作
の
大
正
末
期
の
「
久
米
村
歴
史
・
民
俗
地
図
」
で
は
下
天
妃
宮
跡
と
は
離
れ
た
天
妃
小
学
校
近
く
に画かれるなど（『那覇市史』資料編第一一巻中の七、九一一～九三頁）、さまざまである。私にはよ
（加）
く
わ
か
ら
な
い
が
、
重
修
の
際
に
位
置
を
移
し
た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
し
て
い
る
。
季
献
璋
は
多
く
の
史
料
を
引
用
し
て
考
察
す
る
の
で
あ
る
が
、
上
天
妃
宮
が
一
貫
し
て
天
妃
小
学
校
敷
地
に
あ
っ
た
と
先
験
的
に
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
史
料
解
釈
の
混
乱
を
き
た
し
、
そ
の
結
果
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
上
天
妃
宮
の
関
連
史
料
を
検
討
し
な
お
し
、
前
近
代
に
お
け
る
上
天
妃
宮
の
所
（弧）
在
地
と
そ
の
移
動
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上
天
妃
宮
が
十
八
世
紀
中
ご
ろ
に
久
米
村
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
事
実
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
一
八
○
○
年
に
来
琉
し
た
冊
封
副
使
李
鼎
元
の
「
使
琉
球
記
』
に
は
、
東
禅
寺
に
遊
ぶ
。
寺
は
久
米
の
東
北
に
在
り
。
前
は
下
天
后
宮
（
上
天
后
宮
の
誤
り
）
に
臨
み
、
後
は
平
山
に
侍
り
、
（型）
六松盤すること看雨の若し。
と
あ
る
。
李
鼎
元
は
「
下
天
后
宮
」
と
記
す
が
、
し
か
し
そ
れ
が
「
上
天
后
宮
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
書
き
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
下
天
妃
宮
が
久
米
村
の
西
に
位
置
し
た
こ
と
、
上
天
妃
宮
が
久
米
村
の
東
に
位
置
し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
て
東
禅
寺
は
久
米
の
東
北
に
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
に
「
東
禅
寺
、
在
久
米
東
北
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
李
鼎
元
の
記
述
は
、
上
天
妃
宮
が
久
米
村
の
東
北
に
あ
る
東
禅
寺
の
前
に
立
地
し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
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こ
の
上
天
妃
宮
が
天
妃
小
学
校
の
位
置
に
移
っ
た
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
い
だ
し
え
て
い
な
い
が
、
一
方
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
久
米
村
の
東
に
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
多
少
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
六
八
三
年
の
冊
封
使
汪
揖
の
『
使
琉
球
雑
録
』
は
、
上
天
妃
宮
を
次
の
よ
う
に
描
写
す
る
。
上
天
妃
宮
は
、
孔
子
廟
の
右
に
在
り
。
深
く
曲
巷
を
行
き
、
巷
を
夫
み
悪
石
を
塁
ね
て
塔
と
為
す
。
石
面
は
皆
燭
（調）
霞の如し。…．：宮外は石埠轟起し、塙壁巍然たり。内に椿樹有りて、垂蔭する｝」と数畝なり。
汪
揖
に
よ
る
と
、
上
天
妃
宮
は
、
’
六
七
四
年
に
泉
崎
橋
の
た
も
と
に
建
設
さ
れ
た
孔
子
廟
の
右
に
あ
っ
た
と
い
う
。
この位置は、李鼎元が記した場所とほぼ一致する。
さらに「唐栄旧記全集」もあげているように、一六一一一三年の冊封使杜一一一策の従客胡靖の『琉球記』
の
記
事
「
湖
に
沿
ひ
て
東
し
、
山
半
を
捗
れ
ば
、
天
妃
新
殿
あ
り
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
天
使
館
か
ら
「
湖
」
す
な
わ
ち
漫
湖
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
山
半
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
「
天
妃
新
殿
」
、
上
天
妃
宮
が
あ
る
と
い
う
。
お
よ
そ
の
立
地
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
も
汪
揖
や
李
鼎
元
の
記
載
と
同
じ
位
置
と
考
え
て
よ
い
。
以上から、上天妃宮は少なくとも一六一一一一一一年から一八○○年まで同じ場所にあったと考えてよいで
（狐）
あ
ろ
う
。
久
米
村
の
上
天
妃
宮
は
一
五
六
一
年
に
｝
」
の
場
所
に
創
建
さ
れ
た
と
筆
者
は
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
第
四
章
３
節
に
お
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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’
六
六
三
年
に
琉
球
に
渡
っ
た
冊
封
使
張
学
礼
の
『
中
山
紀
略
』
に
は
、
那
覇
の
東
北
一
一
一
里
に
三
清
殿
（
天
尊
廟
）
有
り
。
…
…
一
一
一
清
殿
の
東
に
天
妃
廟
有
り
。
廟
は
窄
隙
と
錐
も
、
幽
蓬
（調）
観
る
可
し
。
廟
の
東
に
演
武
場
有
り
。
（
演
武
場
の
）
南
に
長
虹
橋
有
り
。
と
あ
る
。
三
清
殿
と
は
天
尊
廟
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
波
上
の
近
く
に
あ
っ
て
波
上
権
現
・
護
国
寺
に
隣
接
し
て
い
（妬〉
た
｝
｝
と
は
諸
記
録
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
天
尊
廟
の
東
に
天
妃
廟
が
あ
っ
た
、
と
張
学
礼
は
記
録
に
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
演
武
場
や
そ
の
南
の
長
虹
橋
な
ど
と
の
位
置
関
係
に
お
い
て
も
矛
盾
が
な
い
の
で
、
天
妃
宮
が
天
尊
廟
の
東
に
あ
っ
た
と
の
記
事
は
正
し
い
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
明
ら
か
に
こ
の
天
妃
宮
は
、
那
覇
の
下
天
妃
宮
と
も
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
も
異
な
る
廟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
確
実
に
す
る
た
め
に
、
天妃宮の堂内に掲げられた冊封使の額から考えてみよう。
『
中
・
山
紀
略
』
に
よ
る
と
、
張
学
礼
は
、
重
陽
節
の
宴
の
日
、
琉
球
国
王
尚
質
に
請
わ
れ
て
首
里
城
正
殿
の
額
に
「
東
南
屏
藩
」
、
家
廟
の
額
に
「
河
山
帯
礪
」
、
そ
し
て
三
清
殿
と
天
妃
宮
の
額
に
そ
れ
ぞ
れ
「
蒼
生
司
命
」
と
「
中
外
慈
母
」
（源）
を
書
い
た
。
『
中
山
紀
略
』
に
は
｝
」
の
波
上
の
天
妃
宮
以
外
に
天
妃
宮
の
記
事
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
や
周
煙
『
琉
球
国
志
略
』
に
は
、
張
学
礼
が
那
覇
の
下
天
妃
宮
や
久
米
村
の
上
天
妃
宮
を
訪
れ
、
そ
の
額
の
字
も
書
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
中
山
伝
信
録
』
に
よ
る
と
、
下
天
妃
宮
の
神
堂
の
中
に
張
学
礼
・
王
咳
の
「
普
３
波
上
の
天
妃
宮
６５古琉球期那覇の三つの天妃宮
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（調）
（胡）
濟
藁
生
」
が
あ
り
、
ま
た
上
天
妃
宮
の
堂
内
に
も
同
じ
張
学
礼
・
王
咳
に
よ
る
「
生
天
福
秀
塞
」
が
あ
っ
た
。
張
学
礼
は
、
波上と那覇と久米村の天妃宮を訪ね、それぞれに額を残しているのである。
以
上
か
ら
、
十
七
世
紀
中
ご
ろ
の
波
上
に
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
も
、
那
覇
の
下
天
妃
宮
と
も
異
な
る
天
妃
宮
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
こ
れ
を
波
上
の
天
妃
宮
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
一六三一一一年の胡靖「琉球記』をみると、胡靖は「琉球記」において前述のように「天妃新殿」（上天
妃
宮
）
と
「
天
妃
廟
」
（
下
天
妃
宮
）
に
言
及
し
、
ま
た
琉
球
を
描
い
た
「
琉
球
図
」
に
も
「
新
殿
」
と
「
天
妃
廟
」
を
描
い
た
。
両
者
を
比
較
し
て
、
第
一
に
「
新
殿
」
が
「
天
妃
新
殿
」
（
上
天
妃
宮
）
と
一
致
す
る
こ
と
。
第
二
に
「
琉
球
図
」
の「天妃廟」が、「琉球記」に天使館の「前の横道より左行すれば、則ち天妃廟なり」とある「天妃廟」
Ⅱ
下
天
妃
宮
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
天
妃
廟
」
が
波
上
の
天
妃
宮
の
描
写
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
胡
靖
「
琉
球
図
」
が
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
波
上
の
天
妃
宮
を
描
写
し
、
那
覇
の
下
天
妃
宮
を
描
か
な
か
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
描
写
の
特
徴
は
一
六
○
六
年
の
冊
封
便
夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
琉
球
過
海
図
」
に
も
み
ら
れ
る
。
夏
子
陽
の
『
便
琉
球
録
』
は
、
本
文
で
は
琉
球
の
天
妃
宮
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
が
、
夏
子
陽
ら
は
那
覇
（㈹）
の
下
天
妃
宮
と
久
米
村
の
上
天
妃
宮
を
訪
れ
、
「
霞
應
並
白
濟
神
祠
」
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
の
門
に
立
て
て
い
る
し
、
「
琉
球
４
「
琉
球
図
」
に
み
る
天
妃
宮
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過
海
図
」
一
九
葉
の
図
の
一
つ
（
第
九
葉
表
）
に
久
米
村
の
「
天
妃
宮
」
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
中
央
か
ら
左
下
に
大
き
く
描
か
れ
た
天
使
館
が
主
題
で
あ
り
、
天
使
館
の
ほ
か
に
は
、
中
央
右
、
つ
ま
り
東
方
の
丘
陵
を
こ
え
た
と
こ
ろ
に
「
三
十
六
姓
螢
中
」
（
久
米
村
）
を
描
き
、
そ
の
上
方
、
東
北
に
あ
た
る
小
高
い
山
の
上
に
「
天
妃
宮
」
を
描
き
込
ん
で
い
る
。
一
方
、
天
使
館
の
右
に
隣
接
す
る
下
天
妃
宮
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
が
注
意
を
引
く
。
夏
子
陽
に
と
っ
て
下
天
妃
宮
は
こ
と
さ
ら
描
く
に
値
し
な
い
と
の
評
価
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
胡
靖
は
「
琉
球
記
」
で
は
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
と
も
に
那
覇
の
下
天
妃
宮
を
取
り
あ
げ
、
ま
た
夏
子
陽
は
現
実
の
行
動
で
は
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
那
覇
の
下
天
妃
宮
の
両
方
に
額
を
掲
げ
て
い
る
。
徐
葆
光
が
「
那
覇
と
唐
螢
、
雨
宮
を
並
時
し
て
上
下
に
分
つ
」
と
い
う
よ
う
に
、
公
的
に
は
（
あ
る
い
は
表
面
的
に
は
）
那
覇
の
下
天
妃
宮
を
無
視
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
冊
封
使
た
ち
に
と
っ
て
本
当
に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
の
は
久
米
村
の
上
天
妃
宮
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
波
上
の
天
妃
宮
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
両
者
の
創
建
や
沿
革
に
つ
い
て
重
要
な
関
連
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
古
琉
球
の
時
代
に
も
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
波
上
の
天
妃
宮
は
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
’
四
五
七
年
に
鋳
造
さ
れ
た
鐘
の
銘
に
み
え
る
「
上
天
妃
宮
」
は
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
な
の
か
、
あ
る
い
は
波
上
の
天
妃
宮
な
の
か
。
四
天
妃
宮
の
創
建
６７古琉球期那覇の三つの天妃宮
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併
存
し
て
い
た
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
波
上
の
天
妃
宮
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
一
方
が
他
方
の
後
身
な
の
か
。
両
者
は
那
覇
の
下
天
妃
宮
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、
基
礎
的
な
情
報
源
で
あ
る
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
や
「
唐
栄
記
」
、
「
総
記
」
、
『
中
山
世
譜
』
、
『
球
陽
』
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
古
琉
球
の
上
天
妃
宮
と
を
同
一
視
し
、
さ
ら
に
は
久
米
村
の
上
天
妃
宮
を
波
上
の
天
妃
宮
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
、
と
い
う
よ
り
も
同
一
の
敷
地
・
由
来
を
も
つ
上
天
妃
宮
と
し
て
理
解
、
あ
る
い
は
誤
解
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
久
米
村
知
識
人
の
常
識
な
い
し
伝
承
に
よ
る
記
述
で
あ
って、そこには十分注意を払う必要がある。そして同様のことは、前記の地誌や史書の叙述をほぼそ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
季
献
璋
を
初
め
と
す
る
研
究
論
文
に
つ
い
て
も
い
い
う
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
情
報
源
の
あ
り
か
た
に
留
意
し
な
が
ら
、
那
覇
・
久
米
村
・
波
上
の
三
つ
の
天
妃
宮
そ
れ
ぞ
れ
の
変
遷
と
相
互
の
関
係
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
は
那
覇
の
下
天
妃
宮
の
創
建
に
つ
い
て
、
拠
る
べ
き
史
料
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
だ
わ
ず
か
に
（机）
廟内に「永楽一一十一一年造」という七字を書いた古い板があると記しているだけである。｝」の点に関連
し
て
東
恩
納
寛
惇
は
、
「
久
米
村
例
寄
帳
、
雍
正
九
年
（
一
七
三
一
）
五
月
廿
七
日
の
文
書
に
依
る
と
、
下
の
天
妃
宮
仏
（岨）
壇
の
内
板
に
「
永
楽
一
一
十
一
一
年
造
」
の
文
字
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
今
、
板
の
文
字
も
一
七
一
二
一
年
の
文
書
も
１
那
覇
の
下
天
妃
宮
の
創
建
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確
認
す
る
術
は
な
い
と
は
い
え
、
拠
る
べ
き
一
つ
の
手
が
か
り
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
は
こ
れ
と
「
景
泰
丁
丑
年
」
、
す
な
わ
ち
一
四
五
七
年
の
銘
の
あ
る
鐘
が
伝
わ
る
こ
と
に
依
拠
し
て
、
「
永
楽
年
間
」
に
こ
の
廟
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
す
る
。
永
楽
一
一
十
二
年
（
’
四
一
一
四
）
と
し
な
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
が
、
「
唐
栄
記
」
も
同
じ
内
容
を
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
久
米
村
の
理
解
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
世
上
に
流
布
し
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
『
球
陽
』
は
、
先
行
す
る
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
・
「
唐
栄
記
」
の
永
楽
年
間
と
す
る
説
を
採
ら
ず
、
尚
巴
志
王
の
三
年
、
す
な
わ
ち
永
楽
一
一
十
一
一
年
（
一
四
二
四
）
の
条
に
「
下
天
妃
廟
を
創
建
す
」
の
項
目
を
掲
げ
る
。
そ
し
て
「
天
尊
廟
・
上
天
妃
廟
・
竜
王
殿
を
創
建
す
」
を
付
け
足
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
「
杜
公
録
」
の
「
天
尊
廟
は
昔
琉
球
に
移
住
し
た
閨
人
す
な
わ
ち
福
建
出
身
の
人
々
が
祀
廟
を
創
建
し
て
国
の
た
め
に
福
を
祈
っ
た
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
上
天
妃
廟
・
竜
王
殿
も
ま
た
同
じ
時
に
建
立
さ
れ
た
も
の
か
」
と
す
しかし「杜公録」、すなわち一六一一一一一一年の冊封使杜一一一策本人の記録は知られておらず、その従客で
あ
っ
た
胡
靖
の
残
し
た
記
録
が
、
『
琉
球
記
』
と
し
て
北
京
の
国
家
図
書
館
に
、
ま
た
『
杜
天
使
冊
封
琉
球
眞
記
奇
観
』
と
し
て
ハ
ワ
イ
大
学
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
図
書
館
に
現
存
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
『
球
陽
』
の
前
掲
引
用
文
は
存
在
し
な
い
。
近
い
内
容
の
文
を
載
せ
る
の
は
、
汪
揖
『
使
琉
球
雑
録
』
で
あ
り
、
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
「
天
尊
廟は、（中略）、相伝うるに、永楽中、貢便、京師より塑像して以て帰り、祷れば必ず応ずる有りと」
（蝿）
る。である。
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と
あ
る
も
の
と
同
一
で
あ
り
、
『
球
陽
』
は
項
目
全
体
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
察
温
が
な
ぜ
誤
っ
た
史
料
引
用
を
行
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
も
、
察
温
や
『
球
陽
』
の
編
著
者
鄭
乗
哲
な
ど
十
八
世
紀
の
久
米
村
知
識
人
は
、
琉
球
に
移
住
し
た
閨
人
が
彼
ら
の
信
仰
の
た
め
に
十
五
世
紀
前
半
こ
ろ
に
上
天
妃
廟
と
天
尊
廟
、
竜
王
殿
を
創
建
し
た
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
一
方
、
下
天
妃
宮
の
創
建
事
情
は
ま
っ
た
く
ち
が
う
も
の
と
さ
れ
る
。
尚
巴
志
王
が
下
天
妃
廟
を
創
建
し
た
と
記
述
す
る
察
温
本
『
中
山
世
譜
』
、
そ
れ
を
祖
述
す
る
『
球
陽
』
は
、
と
く
に
そ
の
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
よった通説においてほぼ歴史的事実と理解されてきた。そして季獣璋の説の影響があるのであろうが、
「
尚
巴
志
が
積
極
的
に
嬬
祖
信
仰
の
保
護
策
を
打
ち
出
し
た
の
は
、
冊
封
使
一
行
や
在
琉
華
僑
へ
の
優
遇
策
の
現
わ
れ
（斜）
で
あ
る
と
同
時
に
、
外
交
機
構
の
整
備
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
」
な
ど
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
、
当
時
の
状
況
か
ら
み
て
お
お
む
ね
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
史
料
の
裏
付
け
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
十
分
な
証
拠
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
傍
証
と
な
り
う
る
の
は
、
少
な
く
と
も
近
世
に
お
い
て
下
天
妃
宮
と
天
使
館
が
隣
り
合
っ
て
建
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
敷
地
が
と
も
に
那
覇
東
村
・
西
村
や
久
米
村
な
ど
の
都
市
域
に
含
ま
れ
て
『球陽』の引用文は、実はいわゆる察温本『中山世譜』（’七一四年）の尚巴志王永楽一一十一一年条の「本加
年
輔
臣
に
命
じ
て
下
天
妃
宮
を
創
建
す
」
の
割
注
に
、
杜
公
録
云
、
天
尊
廟
、
昔
閨
人
移
居
中
山
者
、
創
建
廟
祠
、
爲
國
祈
福
。
以
此
考
之
、
上
天
妃
廟
・
龍
王
殿
、
亦
杜公録云、一
此時建之嗽。
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（幅）
いなかったこと、境界の地にあり、あえていえば公的・辻〈有の場、「公界」に所在したことであろう。
お
そ
ら
く
第
一
尚
氏
王
朝
の
尚
巴
志
王
代
に
遡
る
こ
の
よ
う
な
立
地
の
特
異
性
は
、
下
天
妃
宮
と
天
使
館
が
特
別
の
配
慮
の
も
と
に
設
置
さ
れ
、
維
持
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
下
天
妃
宮
と
天
使
館
は
と
も
に
補
い
合
っ
て
琉
球
壬
府
の
重
要
な
国
家
機
能
を
果
た
す
施
設
な
の
で
あ
る
。
天
使
館
が
国
家
の
迎
賓
施
設
、
冊
封
使
の
居
館
で
あ
る
こ
と
か
（相）
ら
、
下
天
妃
宮
も
同
じ
く
国
家
の
宗
教
・
外
交
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
こ
そ
第
一
尚
氏
王
朝
時
代
の
下
天
妃
宮
の
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
特
質
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
質
を
も
つ
「
天
妃
宮
」
と
天
使
館
を
那
覇
に
建
設
し
た
主
体
と
し
て
当
然
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
る
の
が
、
十
五
世
紀
初
頭
に
三
山
を
統
一
し
た
尚
巴
志
な
の
で
あ
古
琉
球
期
の
国
家
の
宗
教
・
外
交
施
設
と
し
て
の
下
天
妃
宮
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
す
ぐ
さ
ま
生
じ
る
疑
問
は
、
近
世
琉
球
に
お
け
る
下
天
妃
宮
の
あ
り
か
た
と
大
き
な
相
異
、
変
化
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
第
五
章
れる。 この
よ
う
に
下
天
妃
宮
を
位
置
づ
け
て
よ
い
と
す
る
と
、
「
歴
代
宝
案
』
第
一
集
の
内
容
が
実
質
的
に
は
洪
煕
元
年
（
｜
（ｗ） 
四
二
五
）
の
文
書
よ
り
始
ま
る
と
い
う
小
葉
田
淳
の
指
摘
は
、
そ
の
創
建
年
時
と
関
連
し
て
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
尚
巴
志
の
冊
封
使
柴
山
の
渡
琉
が
同
じ
洪
煕
元
年
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
察
温
は
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
知
識
も
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
中
山
世
譜
』
や
『
球
陽
』
に
記
さ
れ
る
、
下
天
妃
宮
永
楽
二
十
二
年
（
’
四
一
一
四
）
建
立
説
は
、
編
年
体
の
史
書
と
し
て
の
叙
述
の
都
合
と
い
う
以
上
に
、
的
の
中
心
を
射
て
い
る
よ
う
に
思
わ
る。
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一
六
六
一
一
一
年
の
冊
封
使
張
学
礼
が
み
た
波
上
の
天
妃
宮
に
つ
い
て
そ
の
創
建
に
遡
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
一
四
二
五
年
に
尚
巴
志
を
冊
封
す
る
た
め
に
琉
球
に
派
遣
さ
れ
た
柴
山
は
そ
の
後
も
た
び
た
び
琉
球
を
訪
れ
、
三
度
目
の
琉
球
滞
在
と
な
る
宣
徳
五
年
（
’
四
一
一
一
○
）
に
航
海
の
無
事
を
感
謝
し
て
海
岸
の
南
に
大
安
寺
を
創
建
し
、
ま
た
宣
徳
八
年
（
一
四一一一三）に大安寺に隣接して千仏霊閣を建てた。これらは、柴山自身が記した「大安禅寺碑記」・「千
（侭）
佛
雪
亟
閣
碑
記
」
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
「
千
仏
霊
閣
碑
記
」
に
は
「
是
に
於
て
弘
仁
普
済
の
宮
を
重
修
し
、
泉
を
引
き
、
（柵）
丼
を
鑿
ち
、
宮
の
南
に
大
安
・
千
仏
霊
閣
を
鼎
造
す
」
と
あ
る
。
「
弘
仁
並
曰
済
」
と
は
一
四
○
九
年
に
中
国
の
皇
帝
が
（和）
嬬
祖
に
与
え
た
称
号
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
弘
仁
並
已
済
の
宮
」
と
は
天
妃
宮
の
こ
と
で
あ
る
。
柴
山
は
天
妃
宮
の
修
理
を
行
い
、
そ
し
て
天
妃
宮
の
南
の
地
に
、
天
妃
宮
と
鼎
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
、
大
安
寺
と
干
仏
霊
閣
を
建
立
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
大
安
寺
は
、
「
大
安
禅
寺
碑
記
」
に
「
地
を
海
岸
の
南
に
得
た
り
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
（訓）
波
上
の
護
国
寺
の
近
く
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
お
よ
そ
北
か
ら
南
へ
波
上
権
現
と
護
国
寺
、
天
尊
廟
が
並
び
立
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
前
掲
の
張
学
礼
『
中
山
紀
略
』
に
「
三
清
殿
（
天
尊
廟
）
の
東
に
天
妃
廟
有
り
」
と
あ
る
の
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
千
仏
霊
閣
碑
記
」
の
「
弘
仁
普
済
の
宮
」
と
『
中
山
紀
略
』
の
「
天
妃
廟
」
を
同
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
２
波
上
の
天
妃
宮
の
創
建
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じ
も
の
と
み
る
の
が
自
然
な
考
え
か
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
波
上
に
所
在
す
る
天
妃
宮
の
沿
革
は
、
す
く
な
く
と
も
一四三一一一年にまでさかのぼることになる。
と
こ
ろ
で
「
千
仏
霊
閣
碑
記
」
の
前
掲
引
用
文
中
に
は
天
妃
宮
を
「
重
修
」
す
る
と
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
波
上
の
天
妃
宮
が
す
で
に
「
重
ね
て
修
理
す
る
こ
と
」
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
の
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
破
損
の
状
況
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
が
、
海
辺
に
あ
っ
て
傷
み
や
す
く
建
立
か
ら
修
理
ま
で
わ
ず
か
十
年
ほ
ど
し
か
経
過
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
建
立
時
期
は
下
天
妃
宮
の
創
建
時
期
と
さ
れ
る
一
四
二
四
年
よ
り
も
古
く
な
る
。
波
上
の
天
妃
宮
が
下
天
妃
宮
よ
り
も
古
い
可
能
性
が
高
い
と
み
る
の
が
常
識
的
で
あ
ろ
う
し
、
国
家
の
宗
教
・
外
交
施
設
と
し
て
造
営
さ
れ
た
下
天
妃
宮
よ
り
も
、
波
上
の
天
妃
宮
の
創
建
時
期
が
早
い
と
考
え
る
方
が
、
逆
の
場
合
よ
り
状
況
と
し
て
も
自
然
で
は
な
い
か
。
波
上
の
天
妃
宮
の
創
建
は
、
’
四
二
四
年
の
下
天
妃
宮
よ
り
も
早
く
、
十
五
世
初
頭
、
あ
る
い
は
十
四
世
紀
末
で
あ
ったと考えられる。「弘仁普済の宮」が創建当初の名称であるならば、その創建は早くとも一四○九
年ということになる。いずれにせよ、琉球で最初の天妃宮である可能性は少なくあるまい。『中山世譜』
が
「
天
尊
廟
、
昔
閨
人
移
居
中
山
者
、
創
建
廟
祠
、
爲
國
祈
福
。
以
此
考
之
、
上
天
妃
廟
・
龍
王
殿
、
亦
此
時
建
之
鰍
」
と
す
る
よ
う
に
、
こ
の
天
妃
宮
は
東
ア
ジ
ア
の
海
域
で
交
易
に
従
事
す
る
人
々
に
支
え
ら
れ
た
、
民
俗
的
・
土
俗
的
な
祭
祀
施
設
で
あ
り
、
那
覇
の
天
妃
宮
の
よ
う
な
国
家
的
な
性
格
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
７３古琉球期那覇の三つの天妃宮
Hosei University Repository
ここでは「唐栄記」や、汪揖『使琉球雑録』、徐葆光『中山伝信録』、周煙『琉球国志略』などが久米村（唐
栄
）
の
村
中
に
あ
っ
た
と
す
る
上
天
妃
宮
の
創
建
に
つ
い
て
、
波
上
の
天
妃
宮
と
の
区
別
に
留
意
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
一
六
一
一
一
三
年
琉
球
に
渡
っ
た
胡
靖
の
『
琉
球
記
』
は
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
に
か
か
わ
る
興
味
深
い
記
述
「
湖
に
沿
（魂）
ひて東し、山半を捗れば、天妃新殿あり。郭公より造まる」をのせている。｝」れからいくつか重要な
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
「
湖
」
す
な
わ
ち
漫
湖
に
沿
っ
て
（
天
使
館
か
ら
）
東
に
進
み
、
山
半
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
立
地
の
状
況
か
ら
、
こ
の
「
天
妃
新
殿
」
が
汪
揖
『
使
琉
球
雑
録
』
が
孔
子
廟
の
右
に
あ
る
と
記
す
久
米
村
の
上
天
妃
宮
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
張
学
礼
『
中
山
紀
略
』
が
波
上
の
天
尊
廟
の
東
に
あ
っ
た
と
す
る
「
天
妃
廟
」
、
す
な
わ
ち
波
上
の
天
妃
宮
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
天
妃
の
「
新
殿
」
が
「
郭
公
白
り
造
（
は
じ
）
ま
る
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
一
五
六
一
年
に
尚
元
の
冊
封
正
使
と
し
て
琉
球
に
来
た
郭
汝
霧
が
久
米
村
の
上
天
妃
宮
を
創
建
し
た
と
胡
靖
は
い
う
の
で
あ
る
。
郭
汝
霧
の
『
重
編
使
琉
球
録
』
に
は
琉
球
の
天
妃
宮
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
く
、
ま
た
請
崇
業
・
謝
蒸
『
使
琉
球
録
』
や
夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』
に
も
な
い
か
ら
、
胡
靖
の
情
報
源
は
琉
球
の
人
々
、
お
そ
ら
く
久
米
村
の
人
々
と
考
え
る
ほ
か
な
い
であろう。 ３久
米
村
上
天
妃
宮
の
創
建
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こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
久
米
村
の
上
天
妃
宮
の
創
建
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
に
は
、
有
遺
老
伝
説
云
。
後
千
下
天
妃
廟
而
建
焉
。
見
其
鐘
銘
文
、
千
景
泰
八
年
鋳
之
。
拠
此
考
之
、
錐
後
干
下
天
妃
廟
而
建
、
而
二
廟
相
去
、
決
不
遠
焉
。
想
必
宣
徳
・
正
統
問
、
創
建
斯
廟
也
明
笑
。
但
欽
差
杜
公
録
云
。
「
沿
湖
東
而
畦
。
山
半
有
天
妃
新
廟
。
造
自
郭
公
。
」
今
、
考
夫
郭
公
、
乃
係
干
嘉
靖
四
十
年
勅
使
也
。
此
与
鐘
銘
、
先
後
齪
鋸
。
恐
杜
公
誤
英
。
不
然
則
、
廟
壊
階
崩
、
或
係
郭
公
所
重
修
也
歎
。
と
あ
っ
て
、
ま
ず
指
摘
す
べ
き
こ
と
は
、
十
八
世
紀
初
頭
の
久
米
村
で
は
上
天
妃
宮
の
創
建
に
つ
い
て
確
か
な
史
実
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
二
つ
の
史
料
に
よ
っ
て
推
測
す
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
上
天
妃
宮
に
所
蔵
さ
れ
る
景
泰
八
年
（
一
四
五
七
）
鋳
造
の
鐘
の
銘
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
杜
公
録
」
、
す
な
わ
ち
胡
靖
の
『
琉
球
記
』
の
記
事
、
と
く
に
「
郭
公
自
り
造
（
は
じ
）
ま
る
」
で
あ
る
。
創
建
の
時
代
に
つ
い
て
こ
れ
ら
二
つ
の
史
料
に
は
一
見
し
て
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
で
は
鐘
銘
を
重
視
す
る
一
方
、
胡
靖
『
琉
球
記
』
の
記
事
を
全
面
的
に
否
定
し
、
あ
る
い
は
郭
汝
霧
の
重
修
か
と
推
測
し
て
、
矛
盾
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
は
、
景
泰
八
年
の
鐘
銘
に
「
上
天
妃
宮
」
と
あ
り
、
ま
た
同
年
の
下
天
妃
宮
の
鐘
銘
に
「
天
妃
宮
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
天
妃
宮
は
下
天
妃
宮
に
お
く
れ
て
創
建
さ
れ
た
、
そ
れ
が
宣
徳
・
正
統
年
間
（
一
四
二
六
～
一
四
四
九
）
の
こ
と
で
あ
る
の
は
明
ら
か
と
い
う
。
創
建
期
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
は
な
ん
ら
言
及
し
な
い
が
、
お
よ
そ
二
○
年
後
の
著
作
で
あ
る
「
総
記
」
は
創
建
の
年
代
と
場
所
に
つ
い
て
、
宣
徳
・
正
統
（認）
の
間
に
上
天
妃
宮
を
「
営
中
」
す
な
わ
ち
唐
営
（
久
米
村
）
の
中
に
重
達
し
た
と
断
定
し
て
い
る
。
一
旦
徳
・
正
統
年
間
７５古琉球期那覇の三つの天妃宮
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に
久
米
村
の
地
に
上
天
妃
宮
が
創
建
さ
れ
、
一
四
五
七
年
に
こ
の
宮
の
鐘
が
鋳
造
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、
お
そ
ら
く
「
遺
老
の
伝
説
」
、
つ
ま
り
久
米
村
の
常
識
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
胡
靖
『
琉
球
記
』
の
「
郭
公
白
り
造
ま
る
」
と
い
う
記
事
に
つ
い
て
は
、
’
四
五
七
年
に
「
上
天
妃
宮
」
の
銘
の
あ
る
鐘
が
鋳
造
さ
れ
た
こ
と
と
齪
嬬
が
あ
り
、
胡
靖
『
琉
球
記
』
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
い
い
、
あ
る
い
は
廟
が
荒
廃
し
て
い
た
の
で
、
郭
汝
諌
が
重
修
し
た
も
の
か
と
し
て
、
結
果
的
に
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
が
胡
靖
『
琉
球
記
』
の
記
事
を
全
面
的
に
否
定
す
る
の
は
、
久
米
村
の
伝
承
か
ら
し
て
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
み
か
た
は
、
李
獣
璋
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
に
い
く
つ
も
の
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
冊
封
使
や
久
米
村
の
渡
来
中
国
人
が
深
く
関
与
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
た
と
み
ら
れ
る
波
上
と
久
米
村
の
天
妃
宮
が
、
同
じ
創
建
の
時
代
、
十
五
世
紀
前
半
に
併
存
し
た
と
す
る
の
は
不
自
然
で
は
な
い
か
。
ま
た
十
五
世
紀
前
半
の
文
献
史
料
か
ら
那
覇
と
波
上
に
天
妃
宮
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
同
時
期
の
久
米
村
の
上
天
妃
宮
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
文
献
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
は
奇
妙
で
は
な
い
か
。
要
す
る
に
、
十
五
世
紀
の
前
半
に
久
米
村
の
地
に
上
天
妃
宮
が
創
建
さ
れ
た
と
考
え
な
い
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
研
究
上
の
問
題
点
と
し
て
、
基
本
的
に
第
一
級
の
有
益
な
史
料
で
あ
る
胡
靖
『
琉
球
記
』
の
上
天
妃
宮
や
下
天
妃
宮
の
創
建
・
沿
革
の
記
述
が
あ
ま
り
に
も
簡
単
に
否
定
さ
れ
て
い
な
い
か
。
上
天
妃
宮
や
下
天
妃
宮
の
記
述
は
お
そ
ら
く
久
米
村
の
人
々
か
ら
の
聞
き
取
り
情
報
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
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久
米
村
の
伝
承
そ
し
て
先
行
研
究
に
は
疑
問
の
余
地
が
十
分
に
あ
る
と
考
え
、
以
下
、
検
討
を
進
め
た
い
。
宣
徳
・
正
統
の
問
に
上
天
妃
宮
を
久
米
村
に
創
建
し
た
と
い
う
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
や
「
総
記
」
の
記
述
は
、
宣
徳
八
年
（
’
四
三
一
一
一
）
の
柴
山
「
千
佛
霊
閣
碑
記
」
に
「
弘
仁
普
済
の
宮
を
重
修
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
波
上
の
天
妃
宮
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
り
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
は
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
。
創
建
の
時
期
に
つ
い
て
も
、
ま
た
そ
の
場
所
に
つ
い
て
も
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
や
「
総
記
」
に
は
波
上
の
天
妃
宮
と
の
混
同
が
あ
り
、
信
頼
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
景
泰
八
年
鋳
造
「
上
天
妃
宮
」
銘
の
鐘
の
伝
来
に
つ
い
て
疑
問
を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
鐘
は
、
本
来
は
波
上
の
天
妃
宮
に
掛
け
ら
れ
た
鐘
で
は
な
か
っ
た
か
。
久
米
村
に
は
中
国
人
あ
る
い
は
そ
の
子
孫
が
集
住
し
、
一
（調）
方
那
覇
や
波
上
に
は
琉
球
人
や
日
本
人
が
雑
居
し
た
と
い
う
。
久
米
村
の
上
天
妃
宮
の
鐘
と
那
覇
、
波
上
の
寺
院
・
廟
の
鐘
の
あ
い
だ
に
は
、
こ
う
し
た
地
域
社
会
の
特
色
や
ち
が
い
を
反
映
し
た
鐘
の
形
式
や
造
営
過
程
が
み
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
を
検
証
し
て
み
よ
う
。
十
五
世
紀
後
半
、
尚
泰
久
王
（
在
位
一
四
五
四
～
六
○
）
の
時
代
に
は
仏
教
興
隆
政
策
の
も
と
で
数
多
く
の
鐘
が
鋳
造
さ
れ
、
仏
教
寺
院
を
は
じ
め
天
尊
殿
・
天
妃
宮
・
上
天
妃
宮
な
ど
道
教
的
な
信
仰
の
建
築
な
ど
に
懸
け
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
和
鐘
の
形
式
で
あ
る
と
い
う
。
「
上
天
妃
宮
」
銘
の
鐘
も
、
こ
れ
ら
の
鐘
の
一
つ
で
あ
る
。
上
天
妃
宮
と
下
天
妃
宮
、
天
尊
殿
、
大
安
寺
な
ど
十
九
の
鐘
に
つ
い
て
銘
文
が
判
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
鐘
は
い
ず
れ
も
尚
泰
久
の
寄
進
で
あ
り
、
ま
た
銘
の
本
文
は
相
国
寺
の
住
持
で
あ
る
渓
隠
安
潜
の
作
っ
た
も
の
が
す
べ
て
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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資
料
の
少
な
い
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
鐘
銘
は
貴
重
な
同
時
代
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
那
覇
の
寺
院
や
廟
を
中
心
に
、
と
く
に
鋳
造
に
際
し
て
勧
進
な
ど
に
あ
た
っ
た
奉
行
、
鐘
を
鋳
造
し
た
大
工
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
を
要
約
（一ｍ）
し
、
ま
た
上
天
妃
宮
と
下
天
妃
宮
、
天
尊
殿
、
大
安
寺
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
奉
行
の
与
名
福
と
中
西
は
那
覇
の
十
二
の
寺
院
・
廟
・
神
社
の
う
ち
十
に
関
わ
る
。
（調）
②天尊殿の住持は日本人真一一一一戸僧「権律師良舜」であった。また大安寺の住持「秀英」も、建立後
ま
も
な
い
こ
ろ
の
住
持
受
林
正
棋
が
国
王
尚
巴
志
の
任
命
し
た
「
日
本
国
の
僧
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
日
本
人
の
可
能
性
が
高
い
。
天
尊
殿
と
大
安
寺
は
、
創
建
に
お
い
て
中
国
と
深
い
所
縁
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人
の
僧
侶
が
住
持
を
務
め
る
。
そ
の
信
仰
の
基
盤
で
あ
る
波
上
や
那
覇
の
地
域
社
会
と
の
関
係
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
③
天
尊
殿
の
鐘
の
大
工
藤
原
国
吉
は
、
智
賢
・
与
那
福
・
中
西
と
組
ん
で
普
門
寺
・
広
厳
寺
・
龍
翔
寺
の
鐘
な
ど
を
鋳
造
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
王
家
に
か
か
わ
る
仕
事
、
ま
た
京
都
出
身
の
有
名
な
禅
僧
芥
隠
承
號
や
琉
球
国
王
の
護
持
僧
渓
隠
安
潜
な
ど
の
宗
教
界
の
有
力
者
の
関
係
す
る
寺
院
な
ど
の
仕
事
も
多
い
。
④
上
天
妃
宮
・
下
天
妃
宮
・
大
安
寺
な
ど
の
鐘
の
大
工
衛
門
尉
藤
原
国
光
は
、
与
那
福
・
中
西
と
組
ん
で
那
覇
の
地
域
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
宗
教
界
の
実
力
者
や
王
家
と
関
連
す
る
仕
事
は
な
い
。
以
上
か
ら
、
那
覇
や
波
上
な
ど
の
寺
院
・
廟
の
鐘
の
鋳
造
に
関
係
し
た
の
は
琉
球
の
人
と
大
和
の
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
那
覇
、
波
上
の
地
域
社
会
、
住
民
の
構
成
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
し
て
下
天
妃
宮
や
上
天
妃
宮
の
鐘
の
鋳
造
に
久
米
村
、
渡
来
中
国
人
の
直
接
的
な
関
与
は
み
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
上
天
妃
宮
の
鐘
が
、
那
覇
の
他
の
鐘
と
同
じ
和
鐘
で
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
那
覇
の
奉
行
と
大
和
の
大
工
の
も
と
に
鋳
造
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
中
国
か
ら
渡
来
し
た
人
々
の
集
住
す
る
久
米
村
に
天
妃
宮
が
あ
っ
た
と
仮
に
考
え
て
も
、
中
国
の
伝
統
を
保
守
す
る
彼
ら
の
天
妃
宮
の
鐘
の
造
営
に
琉
球
と
大
和
の
人
が
か
か
わ
り
、
そ
の
形
式
が
和
鐘
で
あ
る
な
ど
と
は
考
え
が
た
い
。
要
す
る
に
、
「
上
天
妃
宮
」
銘
の
鐘
は
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
の
も
の
で
は
な
く
、
波
上
の
天
妃
宮
に
寄
進
さ
れ
掛
け
ら
れ
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
検
討
か
ら
宣
徳
・
正
統
年
間
に
久
米
村
の
地
に
上
天
妃
宮
が
創
建
さ
れ
、
’
四
五
七
年
に
こ
の
宮
の
鐘
が
鋳
造
さ
れ
た
と
い
う
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
な
ど
の
伝
承
に
は
少
な
か
ら
ぬ
疑
問
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
本
節
冒
頭
で
検
討
し
た
胡
靖
『
琉
球
記
』
の
記
事
、
湖に沿ひて東し、山半を捗れば、天妃新殿あり。郭公より造まる。
の
史
料
価
値
を
再
評
価
し
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
に
つ
い
て
そ
の
創
建
と
沿
革
を
構
成
し
直
す
必
要
が
あ
る
。
天
妃
「
新
殿
」
と
い
う
胡
靖
の
表
現
に
着
目
す
る
と
、
郭
汝
雰
が
天
妃
宮
を
建
立
し
て
以
来
お
よ
そ
七
○
年
が
経
過
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
新
し
い
建
物
と
い
う
意
味
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
旧
来
の
天
妃
宮
と
は
異
な
る
、
ま
た
そ
れ
と
代
わ
る
新
た
な
天
妃
宮
が
創
建
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
「
新
殿
」
が
使
わ
れ
て
い
る
と
理
解
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
要
す
る
に
、
胡
靖
に
よ
る
こ
の
文
は
、
一
五
六
一
年
に
渡
琉
し
た
郭
汝
謀
が
久
米
村
の
地
に
「
天
妃
新
殿
」
を
創
建
し
た
と
素
直
に
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
も
、
「
唐
７９古琉球期那覇の三つの天妃宮
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栄
旧
記
全
集
」
に
拠
る
こ
と
は
せ
ず
、
胡
靖
の
記
述
を
採
用
し
て
「
此
れ
嘉
靖
中
の
冊
使
郭
給
事
汝
霧
の
建
つ
所
な
り
。
（師）
他
に
碑
記
無
く
証
す
可
し
」
と
聿
已
い
て
い
る
。
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
は
「
害
不
禎
六
年
、
杜
三
策
の
従
客
胡
靖
の
記
、
尤
も
僅
誕
（
俗
っ
ぽ
い
で
た
ら
め
と
と
厳
し
く
胡
靖
『
琉
球
記
』
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
徐
葆
光
が
胡
靖
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
、
胡
靖
に
よ
る
久
米
村
天
妃
宮
の
記
述
の
妥
当
性
を
補
強
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
周
煙
『
琉
球
国
志
略
』
も
ま
た
徐
葆
光
の
説
を
踏
襲
し
、
「
嘉
靖
中
の
冊
使
郭
汝
霧
の
建
つ
所
な
り
」
と
す
る
。
こ
れ
が
そ
の
後
（調）
の
通
説
的
な
理
解
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
一
五
六
一
年
、
郭
汝
霧
が
久
米
村
の
地
に
「
天
妃
新
殿
」
Ⅱ
上
天
妃
宮
を
創
建
し
た
。
こ
れ
を
歴
史
的
事
実
と
認
め
る
と
、
当
初
の
疑
問
の
い
く
つ
か
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
が
取
っ
て
代
わ
っ
た
旧
来
の
天
妃
宮
と
は
、
波
上
の
天
妃
宮
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
一
四
五
七
年
の
鐘
銘
に
み
え
る
「
上
天
妃
宮
」
が
久
米
村
の
天
妃
宮
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
波
上
の
天
妃
宮
こ
そ
が
古
琉
球
の
「
上
天
妃
宮
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
五
六
一
年
の
久
米
村
天
妃
宮
の
創
建
と
そ
の
後
の
展
開
は
、
波
上
と
那
覇
の
天
妃
宮
の
あ
り
か
た
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
と
く
に
那
覇
の
下
天
妃
宮
は
本
来
も
っ
て
い
た
外
交
文
書
の
作
成
・
管
理
と
い
う
重
要
な
機
能
を
奪
わ
五
天
妃
宮
の
変
遷
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れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
変
化
の
大
き
な
流
れ
は
久
米
村
と
那
覇
の
天
妃
宮
の
呼
び
方
の
変
化
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
下
天
妃
宮
の
正
式
な
名
称
は
、
少
な
く
と
も
創
建
さ
れ
て
か
ら
十
五
世
紀
な
か
ご
ろ
ま
で
、
一
四
五
七
年
の
鐘
銘
に
「
天
妃
宮
」
と
あ
る
よ
う
に
、
た
ん
に
「
天
妃
宮
」
で
あ
っ
た
。
近
世
以
降
で
は
た
ん
に
天
妃
宮
と
い
う
と
上
天
妃
宮
の
こ
と
が
多
い
。
呼
び
名
の
推
移
は
那
覇
の
下
天
妃
宮
と
久
米
村
の
上
天
妃
宮
の
役
割
の
転
換
、
琉
球
壬
府
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
は
っ
き
り
と
映
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
下
天
妃
宮
が
内
政
を
、
代
わ
っ
て
上
天
妃
宮
が
外
交
を
担
う
と
い
う
役
割
の
転
換
は
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
下
天
妃
宮
の
姿
は
一
四
五
七
年
以
後
長
期
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
近
世
の
冊
封
使
た
ち
が
残
し
た
記
録
か
ら
古
琉
球
時
代
の
状
況
が
多
少
判
明
す
る
。
胡
靖
の
『
琉
球
記
』
は
、
下
天
妃
宮
に
つ
い
て
「
嘉
隆
の
間
（
嘉
靖
・
（調）
隆
慶
年
間
、
’
五
二
二
～
一
五
七
一
一
）
よ
り
創
ま
る
も
傾
頽
を
覚
へ
、
略
修
葺
を
加
ふ
」
と
記
述
す
る
。
こ
れ
は
天
妃
宮
の
建
築
の
建
立
、
修
理
に
か
か
わ
る
興
味
深
い
内
容
を
も
つ
記
述
で
あ
る
が
、
従
来
は
こ
の
「
嘉
隆
の
間
よ
り
創
ま
る
」
を
胡
靖
が
下
天
妃
宮
の
創
建
を
記
し
た
も
の
と
解
し
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
こ
れ
は
文
意
か
ら
、
創
建
時
期
で
は
な
く
、
胡
靖
が
み
た
下
天
妃
宮
の
建
物
の
建
立
時
期
を
説
明
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
嘉
靖
・
隆
慶
年
間
に
再
建
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
数
十
年
を
経
て
傷
み
が
進
み
、
そ
の
た
め
簡
単
な
修
復
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
１
下
天
妃
宮
８１古琉球期那覇の三つの天妃宮
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神堂の建立時期は、「嘉隆の問」を字義通りに解すると、嘉靖元年（一五一一二）から隆慶六年（一五七二）
に
い
た
る
半
世
紀
に
及
ぶ
期
間
と
な
り
、
漠
然
と
し
す
ぎ
て
い
て
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
。
胡
靖
は
も
う
少
し
短
く
嘉
靖
末
年
か
ら
隆
慶
初
年
に
い
た
る
期
間
を
い
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
い
い
か
え
る
と
、
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
前
後
、
あ
る
い
は
嘉
靖
四
○
年
（
一
五
六
一
）
あ
た
り
か
ら
十
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
神
堂
が
再
建
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
郭
汝
謀
が
久
米
村
に
天
妃
宮
を
創
建
し
た
の
が
一
五
六
一
年
で
あ
り
、
こ
れ
と
そ
れ
ほ
ど
年
月
を
隔
て
ず
に
那
覇
の
下
天
妃
宮
が
再
建
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
何
か
関
連
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
下
天
妃
宮
の
神
堂
が
再
建
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
荒
廃
し
て
い
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
久
米
村
上
天
妃
宮
の
創
建
に
と
も
な
う
那
覇
下
天
妃
宮
の
再
建
、
す
な
わ
ち
あ
る
意
味
で
創
建
と
も
い
う
べ
き
一
連
の
事
業
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
いか。前述
の
よ
う
に
一
四
五
七
年
に
「
上
天
妃
宮
」
の
名
称
が
刻
ま
れ
た
鐘
が
鋳
造
さ
れ
、
当
宮
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
袋
中
上
人
が
著
し
た
『
琉
球
神
道
記
』
（
’
六
○
八
）
の
巻
第
五
に
、
又
上
ノ
天
妃
宮
、
近
ゴ
ロ
南
蛮
走
ノ
船
、
久
ク
帰
ラ
ズ
。
性
テ
菩
薩
（
天
妃
）
二
数
人
参
篭
シ
テ
、
此
音
信
ヲ
間
ン
卜
祈
り
上
ル
。
聖
前
二
、
粟
ヲ
盛
、
木
筆
ヲ
加
テ
置
二
、
日
中
二
聖
手
、
木
筆
ヲ
執
テ
、
書
テ
云
、
海
難
而
倒
２
波
上
の
上
天
妃
宮
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翻
卜
。
後
二
首
尾
ス
。
と
あ
る
。
袋
中
の
い
う
「
上
ノ
天
妃
宮
」
は
波
上
の
上
天
妃
宮
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
と
い
う
の
は
、
袋
中
の
も
う
一
つ
の
著
作
『
琉
球
往
来
』
に
は
「
米
村
（
久
米
村
）
天
妃
殿
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
那
覇
に
住
ん
で
い
た
袋
中
は
、
自
身
の
生
活
体
験
に
も
と
づ
い
て
波
上
の
上
天
妃
宮
と
久
米
村
の
天
妃
殿
を
区
別
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
波
上
の
上
天
妃
宮
の
信
仰
は
、
航
海
中
の
船
の
安
否
を
伝
え
る
天
妃
の
特
異
な
能
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
南
蛮
走
ノ
船
」
に
か
か
わ
る
情
報
を
求
め
て
参
篭
し
た
人
々
を
、
か
な
ら
ず
し
も
渡
来
系
琉
球
人
に
限
っ
て
理
解
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
袋
中
は
那
覇
に
居
住
し
て
広
く
航
海
に
か
か
わ
る
者
の
信
仰
と
し
て
こ
の
上
天
妃
宮
の
話
を
伝
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
波
上
の
上
天
妃
宮
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
六
六
一
一
一
年
に
冊
封
使
張
学
礼
が
来
訪
し
て
「
中
外
慈
母
」
の
書
を
残
し
、
「
窄
隠
と
錐
も
、
幽
達
観
る
可
し
」
と
記
し
た
こ
と
の
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
後
の
冊
封
便
た
ち
は
、
汪
揖
も
、
徐
葆
光
も
、
周
煙
も
、
李
鼎
元
も
、
み
な
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
那
覇
の
下
天
妃
宮
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
み
で
、
波
上
の
上
天
妃
宮
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
も
と
も
と
波
上
の
上
天
妃
宮
に
あ
っ
た
一
四
五
七
年
の
鐘
も
、
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
が
編
集
さ
れ
た
一
七
一
三
年
に
（帥）
は
す
で
に
久
米
村
の
上
天
妃
宮
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
｝
」
の
意
味
で
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
は
波
上
の
「
上
天
妃
宮
」
の
系
譜
を
引
く
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
『
球
陽
』
の
尚
質
王
十
一
年
（
一
六
五
八
）
の
条
「
始
め
て
二
８３古琉球期那覇の三つの天妃宮
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天
妃
宮
の
、
暁
暮
に
撞
鐘
す
る
こ
と
を
定
む
」
に
は
、
景
泰
年
間
、
巨
鐘
を
鋳
て
以
て
両
天
妃
宮
に
懸
く
。
而
し
て
天
后
を
祭
祀
す
る
の
時
、
鐘
を
撞
き
て
拝
礼
す
る
の
み
。
（仇）
是
の
年
に
至
り
、
始
め
て
暁
暮
、
鐘
を
撞
き
て
、
以
て
時
刻
を
報
ず
る
｝
」
と
に
定
む
。
と
あ
る
。
「
両
天
妃
宮
」
の
う
ち
、
一
つ
が
下
天
妃
宮
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
が
波
上
か
、
久
米
村
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
次
項
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
は
十
七
世
紀
前
半
に
は
下
天
妃
宮
と
と
も
に
王
城
の
儀
礼
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
天
妃
宮
も
久
米
村
の
上
天
妃
宮
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
波
上
の
上
天
妃
宮
に
あ
っ
た
景
泰
年
間
の
鐘
は
、
’
六
五
八
年
以
前
に
久
米
村
の
上
天
妃
宮
に
移
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
波
上
の
上
天
妃
宮
は
そ
の
信
仰
と
歴
史
の
シ
ン
ボ
ル
を
奪
わ
れ
た
時
点
で
、
事
実
上
廃
絶
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
一
六
六
三
年
に
張
学
礼
が
み
た
波
上
の
上
天
妃
宮
は
、
「
窄
隙
と
錐
も
、
幽
蓬
観
る
可
し
」
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
抜
け
殻
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
す
の
も
時
間
の
問
題
で
し
か
な
か
った。十七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
久
米
村
の
天
妃
宮
を
語
る
史
料
と
し
て
、
袋
中
の
著
し
た
『
琉
球
往
来
』
所
載
の
次
の
書
状
が
あ
る
。
『
琉
球
往
来
』
は
い
う
ま
で
も
な
く
往
来
物
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
書
状
も
文
例
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
が
、
３
久
米
村
の
上
天
妃
宮
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し
か
し
『
琉
球
往
来
』
の
内
容
は
た
ん
な
る
虚
構
の
文
例
集
で
は
な
く
、
袋
中
が
琉
球
に
滞
在
し
た
時
期
（
’
六
○
三
～
五
年
）
の
那
覇
や
若
狭
、
久
米
村
な
ど
の
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
状
も
そ
の
よ
う
に
扱
い
う
る
も
の
で
あ
り
、
と
い
う
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
袋
中
滞
在
当
時
の
久
米
村
に
天
妃
宮
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
天
妃
宮
を
学
校
に
し
て
久
米
村
の
若
者
の
教
育
の
場
と
し
た
い
と
い
う
願
い
の
な
か
に
天
妃
宮
の
も
つ
地
域
社
（醜）
会
的
な
二
忌
義
が
わ
か
る
興
味
深
い
史
料
と
い
え
よ
う
。
『
球
陽
』
尚
豊
壬
五
年
（
一
六
二
五
）
「
法
司
官
一
員
官
役
等
を
率
い
て
諸
社
寺
に
到
り
福
を
祈
る
」
の
条
に
収
め
ら
れ
た
「
逼
達
理
双
紙
」
の
天
啓
丁
卯
（
’
六
二
七
）
元
日
一
お
よ
び
十
五
日
に
お
け
る
諸
社
寺
参
詣
の
記
事
を
み
よ
う
。
城
に
進
み
て
四
拝
す
。
已
に
畢
り
て
、
波
上
山
権
現
・
天
尊
廟
・
広
厳
寺
・
沖
山
権
現
・
両
天
妃
廟
・
龍
王
殿
・
長
寿
寺
神
社
・
天
久
山
権
現
・
崇
元
寺
廟
・
神
徳
寺
・
八
幡
神
社
・
荒
神
堂
・
円
覚
寺
廟
に
拝
謁
し
て
、
以
て
聖
躬
万
歳
、
子
孫
繁
栄
、
国
泰
民
安
を
祈
る
。
亦
、
城
に
進
み
て
九
拝
す
。
那
覇
・
首
里
の
地
理
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
た
ん
に
社
寺
を
羅
列
し
た
の
で
は
な
く
、
参
拝
の
順
路
を
示
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
い
う
と
、
法
司
官
以
下
の
人
々
は
首
里
城
を
出
て
波
上
へ
行
き
、
波
上
の
波
上
山
権
現
・
天
尊
廟
・
広
厳
寺
か
ら
那
覇
の
沖
山
権
現
・
下
天
妃
廟
、
久
米
村
の
上
天
妃
廟
・
竜
王
殿
、
イ
ベ
ガ
マ
の
長
そこには、
願
は
米
村
機無しや、
（
久
米
村
）
天
妃
殿
を
学
校
と
為
す
。
三
十
六
姓
の
秀
才
等
、
常
に
琢
磨
せ
し
む
れ
ば
、
何
ぞ
玲
瀧
の
８５古琉球期那覇の三つの天妃宮
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寿
寺
神
社
、
泊
の
天
久
山
権
現
・
崇
元
寺
廟
、
安
里
の
神
徳
寺
・
八
幡
神
社
、
首
里
の
荒
神
堂
・
円
覚
寺
廟
の
順
に
巡
り
、
首
里
城
へ
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
上
天
妃
廟
・
竜
王
殿
が
久
米
村
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
が
下
天
妃
宮
、
天
尊
廟
、
龍
王
殿
と
と
も
に
国
家
的
な
宗
教
儀
礼
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
姿
が
判
明
す
る
。
創
建
か
ら
わ
ず
か
数
十
年
後
の
十
七
世
紀
初
頭
に
は
久
米
村
の
天
妃
宮
は
、
久
米
村
に
お
い
て
も
、
琉
球
王
府
に
お
いても、確固たる位置を占めていた。さらにいえば、’六○六年の冊封使夏子陽の「琉球過海図」は、
こ
の
当
時
す
で
に
久
米
村
の
天
妃
宮
が
那
覇
の
下
天
妃
宮
を
凌
駕
す
る
地
位
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
久
米
村
の
天
妃
宮
が
琉
球
王
府
の
外
交
文
書
の
作
成
や
、
十
五
世
紀
以
来
の
外
交
文
書
の
保
存
管
理
な
ど
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
’
六
九
七
年
の
『
歴
代
宝
案
』
の
序
に
「
歴
代
宝
案
は
天
妃
宮
に
蔵
し
、
其
の
来
た
れ
る
や
久
し
」
と
あ
る
の
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。
こ
う
し
て
久
米
村
の
上
天
妃
宮
は
、
那
覇
の
下
天
妃
宮
と
波
上
の
上
天
妃
宮
か
ら
そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
ｌ
外
交
機
能
と
宗
教
機
能
ｌ
を
吸
収
し
、
鼎
立
で
も
な
く
並
立
で
も
な
い
、
唯
我
独
尊
と
も
い
う
べ
き
独
自
の
立
場
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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郭
汝
森
が
久
米
村
の
地
に
「
天
妃
新
殿
」
を
創
建
し
た
理
由
を
示
す
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
単
純
に
憶
測
す
る
な
ら
ば
、
久
米
村
の
人
々
や
天
使
館
に
滞
在
す
る
冊
封
使
た
ち
に
と
っ
て
波
上
の
地
が
遠
く
不
便
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
信
仰
の
上
か
ら
彼
ら
自
身
に
よ
る
彼
ら
自
身
の
た
め
の
天
妃
宮
が
身
近
な
場
所
に
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
も
っ
と
大
き
な
政
治
的
・
社
会
的
理
由
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
上
天
妃
宮
と
下
天
妃
宮
が
一
五
六
○
年
代
に
あ
い
つ
い
で
新
築
、
再
建
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
国
家
の
宗
教
・
外
交
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
下
天
妃
宮
の
役
割
が
近
世
初
頭
以
前
に
上
天
妃
宮
に
移
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
は
久
米
村
の
人
々
の
意
図
が
反
映
し
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
が
、
む
し
ろ
一
連
の
国
家
的
動
向
の
所
産
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
動
向
と
は
、
一
四
六
九
年
の
金
丸
（
尚
円
）
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
、
第
一
尚
氏
王
朝
か
ら
第
二
尚
氏
王
朝
へ
の
交
替
で
あ
る
。
そ
の
後
、
尚
円
か
ら
尚
真
、
尚
清
、
尚
元
へ
と
続
く
あ
い
だ
に
実
施
さ
れ
た
新
体
制
固
め
の
一
環
と
し
て
、
前
王
朝
の
尚
巴
志
が
創
建
し
た
古
い
下
天
妃
宮
に
代
わ
り
、
第
二
尚
氏
王
朝
の
新
し
い
天
妃
宮
を
必
要
と
す
る
政
治
状
況
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
波
上
の
上
天
妃
宮
を
王
府
の
宗
教
・
外
交
施
設
と
す
る
に
は
、
そ
れ
が
冊
封
使
の
信
仰
を
得
て
は
い
た
も
の
の
、
渡
来
系
琉
球
人
の
み
な
ら
ず
那
覇
に
居
住
す
る
琉
球
人
や
日
本
人
に
よ
る
民
間
の
宗
教
施
設
と
い
う
歴
史
の
し
が
ら
み
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
冊
封
使
郭
汝
霧
の
渡
来
を
契
機
に
久
米
村
に
上
天
妃
宮
を
新
造
し
、
外
交
文
書
の
作
成
・
保
存
・
管
理
な
ど
の
業
務
を
行
わ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
上
天
妃
宮
創
建
の
事
情
は
、
下
天
妃
宮
結
び
に
か
え
て
８７古琉球期那覇の三つの天妃宮
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と
共
通
し
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
王
朝
の
交
替
に
と
も
な
う
制
度
の
衣
更
え
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
最
後
に
、
天
妃
宮
と
華
人
街
の
形
成
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
ア
ジ
ア
の
海
域
で
は
各
地
に
華
（㈹）
人
街
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
天
妃
宮
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。
古
琉
球
の
場
〈
□
、
特
別
の
創
建
事
情
を
持
つ
下
天
妃
宮
を
別
に
し
て
、
波
上
の
天
妃
宮
と
久
米
村
の
天
妃
宮
に
つ
い
て
閨
人
に
よ
る
集
落
形
成
と
の
関
連
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
天
尊
廟
や
天
妃
宮
、
大
安
寺
な
ど
が
建
立
さ
れ
た
波
上
に
お
い
て
、
華
人
街
の
あ
っ
た
可
能
性
は
少
な
く
あ
る
ま
い
。
い
い
か
え
る
と
、
那
覇
の
中
国
人
集
住
地
は
久
米
村
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
る
時
期
に
波
上
か
ら
久
米
村
の
地
へ
の
移
転
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
の
仮
説
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
一
六
○
六
年
の
冊
封
便
夏
子
陽
の
『
使
琉
球
録
』
に
、
夏
子
陽
曰
、
余
聞
諸
琉
球
昔
遣
陪
臣
之
子
進
監
者
、
率
皆
三
十
六
姓
。
今
諸
姓
凋
謝
、
僅
存
一
祭
、
鄭
、
林
、
程
、
梁
、
金
六
家
、
而
族
不
甚
蕃
。
故
進
監
之
畢
、
近
亦
蓼
蓼
。
大
夫
、
長
史
、
昔
以
論
詩
學
禮
者
充
之
。
故
多
彬
彬
禮
讓
。
今
僅
取
奔
走
濫
膓
匪
人
、
則
末
流
漸
失
笑
。
三
十
六
姓
者
、
昔
所
居
地
曰
螢
中
、
今
強
半
邸
壗
、
過
之
殊
可
概
焉
。
と
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
閨
人
三
十
六
姓
の
衰
微
を
記
し
、
一
祭
・
鄭
・
林
・
程
・
梁
・
金
の
六
家
が
残
る
の
み
で
、
「
営
中
」
の
半
分
以
上
が
廃
嘘
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
よ
く
利
用
さ
れ
る
史
料
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
「
三
十
六
姓
者
、
昔
所
居
地
曰
螢
中
、
今
強
半
邸
嘘
」
と
あ
る
「
営
中
」
を
、
久
米
村
と
誤
解
し
て
き
た
こ
と
に
問
題
が
あ
ろ
う
（
久
米
村
は
古
琉
球
の
時
代
か
ら
近
代
ま
で
同
じ
地
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
。
、
、
こ
の
字
句
は
、
十
七
世
紀
初
頭
、
閏
人
の
後
育
が
久
米
村
に
住
ん
で
い
る
｝
」
と
を
前
提
と
し
て
、
’
’
’
十
六
姓
の
昔
の
居
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所
の
地
が
「
営
中
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
で
は
半
ば
以
上
廃
嘘
に
な
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
夏
子
陽
は
、
華
人
街
の
変
遷
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
営
中
」
、
す
な
わ
ち
昔
の
華
人
街
を
波
上
の
天
尊
廟
と
天
妃
宮
近
く
に
考
え
る
の
は
自
然
な
見
方
で
あ
ろ
う
。
波
上
か
ら
久
米
村
へ
の
移
動
時
期
に
つ
い
て
も
久
米
村
天
妃
宮
の
創
建
の
前
後
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
古
琉
球
の
那
覇
に
お
け
る
華
人
街
の
形
成
、
さ
ら
に
は
都
市
形
成
は
琉
球
史
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
缶証】
（
１
）
窪
徳
忠
『
増
訂
沖
縄
の
習
俗
と
信
仰
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
七
四
年
、
初
版
は
一
九
七
一
年
）
の
「
三
沖
縄
の
道
教
神
」
二
八
五
頁
～
二
七
九
頁
）
。
（
２
）
李
献
璋
『
嬬
祖
信
仰
の
研
究
』
第
三
章
「
唐
人
の
琉
球
定
住
と
婚
祖
の
伝
来
」
（
泰
山
文
物
社
、
一
九
七
九
年
）
。
初
出
は
「
琉
球
へ
の
唐
人
移
住
と
嬬
祖
の
伝
来
」
（
『
東
方
學
』
第
二
十
二
輯
、
一
九
六
一
年
七
月
）
。
琉
球
に
お
け
る
天
妃
宮
を
論
じ
、
ほ
ぼ
網
羅
的
に
史
料
を
あ
げ
、
多
く
の
論
点
を
取
り
あ
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
現
時
点
で
は
誤
り
、
修
正
・
補
足
す
べ
き
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
と
く
に
久
米
村
の
上
天
妃
宮
の
所
在
地
に
つ
い
て
の
誤
解
は
、
そ
の
論
述
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
（
３
）
天
妃
宮
を
解
説
し
た
早
い
時
期
の
著
作
と
し
て
、
田
山
花
袋
編
『
琉
球
名
勝
地
誌
』
（
博
文
館
、
一
九
○
一
年
）
の
「
天
女
祠
」
、
吉
田
東
伍
編
『
大
日
本
地
名
辞
書
北
海
道
、
樺
太
、
琉
球
、
台
湾
』
（
冨
山
房
、
一
九
○
二
）
の
「
天
妃
」
が
あ
る
。
『
大
日
本
地
名
辞
書
」
の
琉
球
を
担
当
し
た
東
恩
納
寛
惇
は
後
に
増
補
修
正
し
て
『
南
島
風
土
記
ｌ
沖
縄
竜
美
大
島
地
名
辞
典
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ｌ
」
（
沖
縄
文
化
協
会
・
沖
縄
財
団
一
九
五
○
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
．
こ
の
ほ
か
篝
忠
前
掲
書
の
３
章
３
節
「
天
妃
」
（
二
二一一一頁～一一五一一頁）、野口鐵郎「那覇久米村の天妃廟」（『南島史学』第一一五・’一六号、’九八五年九月）があり、
比
較
的
最
近
の
も
の
に
窪
徳
忠
「
道
教
的
信
仰
習
俗
と
琉
球
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
一
六
号
、
勉
誠
出
版
、
二
○
○
○
年
）
、
都
築
晶
子
「
琉
球
に
お
け
る
道
教
的
信
仰
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
一
六
号
、
勉
誠
出
版
、
二
○
○
○
年
）
な
ど
が
あ
る
。
（
４
）
’
七
五
九
年
創
建
の
久
米
島
の
天
后
宮
（
天
妃
宮
）
に
つ
い
て
は
本
稿
の
目
的
か
ら
は
ず
れ
る
の
で
考
察
の
対
象
と
は
し
な
い
。
李
献
璋
前
掲
書
の
「
姑
米
島
の
天
后
宮
」
、
窪
徳
忠
前
掲
書
な
ど
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
５
）
以
下
、
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
引
用
は
、
外
間
守
善
・
波
照
間
永
吉
『
定
本
琉
球
国
由
来
記
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
七
年
）
（
６
）
琉
球
の
道
教
的
信
仰
に
つ
い
て
は
窪
徳
忠
前
掲
書
や
同
じ
窪
徳
忠
の
『
中
国
文
化
と
南
島
』
（
第
一
書
房
、
一
九
八
一
年
）
が
詳しい。久米村に関する研究は少なくなく、代表的なものをあげると、池宮正治・小渡清孝・田名真之『久
米
村
ｌ
歴
史
と
人
物
』
（
ひ
る
ぎ
社
二
九
九
三
年
）
、
田
名
真
之
「
近
世
久
米
村
の
成
立
と
展
開
」
（
『
新
琉
球
史
近
世
編
（
上
Ｅ
、
琉
球
新
報
社
、
’
九
八
九
年
）
が
あ
る
。
（７）窪徳忠前掲書（注ｌ）。
（８）『球陽』尚敬王十七年二七一一九）条。以下、「球陽』の引用は、球陽研究会編『球陽（原文編、読み下し編）』
角
川
書
店
、
’
九
七
四
に
よ
る
。
（
９
）
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
に
「
請
雨
、
毎
於
十
月
墾
種
後
、
先
三
日
齋
、
各
官
皆
詣
龍
王
殿
及
天
尊
廟
奔
請
。
又
請
龍
王
神
以下、｜
に
よ
る
。
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（
Ⅵ
）
真
栄
平
房
昭
一
九三年一月）。
（Ⅱ）「凡冊使往返、
（
⑫
）
汪
揖
『
使
琉
球
（
旧
）
汪
揖
『
使
琉
球
（Ｍ）「入館後、滑士
（旧）「始至館第二［
（焔）
「凡冊使往返、皆於斯起福醗、五書夜」。
汪
揖
『
使
琉
球
雑
録
』
「
使
臣
朔
望
必
粛
謁
香
火
。
視
下
宮
較
盛
」
。
汪揖『使琉球雑録』「宮亦就垣」。
「入館後、滑吉鼓樂儀從、奉迎船上天妃及筆公鐸酵慢鋺榊、諸海神之位供於上天妃宮内、朔望日行香」。
「
始
至
館
第
二
日
、
先
詣
孔
廟
行
香
、
次
至
天
妃
宮
。
冬
至
、
則
設
萬
歳
龍
亭
於
廟
左
明
倫
堂
、
使
臣
以
次
行
禮
詑
、
亦
載
調
夫
子
像
、
朔
望
則
否
。
天
尊
廟
、
祀
雷
聲
普
化
天
尊
。
汪
録
、
永
樂
中
、
貢
使
自
京
師
塑
像
歸
、
祷
必
應
。
故
第
二
日
亦
往
行
香
。
朔望則不再至云」。
『
琉
球
国
旧
記
』
は
、
『
琉
球
資
料
叢
書
第
三
巻
』
（
鳳
文
書
館
、
一
九
四
○
年
）
所
収
の
も
の
を
用
い
た
。
原
田
禺
雄
に
よ
像
升
龍
舟
、
至
豐
見
城
、
設
雨
壇
拝
請
」
と
あ
る
。
以
下
、
使
琉
球
記
の
引
用
は
、
夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』
、
胡
靖
『
琉
球
記
』
、
張
学
礼
『
中
山
紀
略
』
、
汪
揖
『
使
琉
球
雑
録
』
、
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
、
周
煙
『
琉
球
国
志
略
』
は
、
善
本
を
収
録
す
る
黄
潤
華
・
諄
英
編
『
國
家
圖
書
館
藏
琉
球
資
料
腰
編
』
（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
○
○
○
年
）
に
、
李
鼎
元
『
便
琉
球
記
』
は
嘉
慶
七
年
刊
、
師
竹
斎
版
（
京
都
大
学
文
学
部
蔵
）
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
便
琉
球
録
に
つ
い
て
は
、
夫
馬
進
編
『
増
訂
使
琉
球
録
解
題
及
び
研
究
』
（
椿
樹
書
林
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。
ま
た
原
田
禺
雄
に
よ
る
訳
注
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
て
有
益である。
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
航
海
と
信
仰
ｌ
「
旅
」
の
儀
礼
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
沖
縄
文
化
』
第
二
八
巻
一
号
、
一
九
９１古琉球期那覇の三つの天妃宮
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グー、／￣、
１８１７ 
、－〆、．"
る
訳
注
卒
『
琉
球
国
旧
記
』
（
椿
樹
書
林
、
二
○
○
五
年
）
が
あ
る
。
「中山孔子廟碑記」ｓ琉球国碑文記』所収）、「唐栄旧記全集」（「琉球国由来記』所収）。
天
尊
廟
と
龍
王
殿
の
沿
革
や
所
在
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
は
龍
王
殿
に
つ
い
て
「
遺
老
の
伝
説
に
よ
る
と
、
こ
の
龍
王
殿
は
昔
、
中
見
城
に
あ
っ
た
。
た
だ
、
い
つ
の
時
代
、
い
ず
れ
の
年
に
上
犬
妃
宮
に
移
建
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
龍
王
は
風
雨
の
神
で
あ
り
、
航
海
す
る
も
の
は
多
く
こ
の
神
を
祭
り
祈
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
考
え
る
に
、
天
妃
宮
を
つ
く
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
龍
王
殿
を
中
見
城
に
建
て
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。
鄭
謙
が
一
七
一
一
二
年
に
著
し
た
碑文「琉球国創建天尊廟天妃宮龍王殿関帝祠総記」（引用は塚田清策『琉球国碑文記』、啓学出版株式会社、一九七○、
に
よ
る
）
も
龍
王
殿
に
つ
い
て
同
様
の
内
容
を
記
し
、
つ
い
で
上
天
妃
宮
へ
の
移
転
の
理
由
と
年
代
に
つ
い
て
「
海
風
の
為
に
吹
壊
し
、
修
葺
に
堪
え
ず
、
故
に
崇
禎
初
年
、
議
し
て
弦
に
移
す
と
云
う
」
と
述
べ
る
。
龍
王
殿
の
移
建
は
崇
禎
初
年
（
一
六
二
八
～
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
一
七
○
○
年
の
修
理
に
つ
い
て
「
天
妃
宮
（
上
天
妃
宮
）
と
同
じ
く
神
堂
を
大
修
す
」
と
す
る
。
上
天
妃
宮
へ
の
移
転
時
期
に
つ
い
て
、
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
が
不
明
と
す
る
の
に
対
し
、
「
琉
球
国
創
建
天
尊
廟
天
妃
宮
龍
王
殿
関
帝
祠
総
記
」
は
崇
禎
初
年
と
明
記
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
正
し
い
伝
承
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
法
司
官
以
下
の
諸
社
寺
参
詣
の
史
料
は
、
龍
王
殿
が
沖
の
権
現
の
近
く
で
は
な
く
、
両
天
妃
宮
の
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
龍
王
殿
の
移
建
が
一
六
二
七
年
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（
第
五
章
３
節
参
照
）
。
以
上
か
ら
、
龍
王
殿
は
天
妃
宮
を
創
建
し
た
十
五
世
紀
初
頭
こ
ろ
に
那
覇
港
の
北
の
突
堤
、
一
一
一
重
城
の
二
つ
目
の
台
場
で
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つ
ぎ
に
天
尊
廟
の
創
建
に
つ
い
て
、
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
は
「
三
十
六
姓
、
始
め
て
邑
宅
を
営
む
と
き
、
或
い
は
此
の
廟
を
斯
に
建
て
る
か
」
と
推
測
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
一
一
十
六
姓
が
屋
敷
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
洪
武
二
十
五
年
（
一
三
九
一
一
）
、
唐
栄
の
西
門
（
北
門
）
の
外
、
い
い
か
え
る
と
波
上
の
地
に
創
建
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
唐
栄
旧
記
全
集
」
よ
り
も
時
期
の
古
い
、
一
六
八
三
年
の
冊
封
使
汪
揖
の
『
便
琉
球
雑
録
』
は
、
天
尊
廟
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
天
尊
廟
は
、
雷
声
普
化
天
尊
を
祀
る
。
波
上
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
。
国
に
道
士
無
く
、
香
火
を
奉
ず
る
者
も
亦
僧
な
り
。
相
伝
う
る
に
、
永
楽
中
、
貢
使
、
京
師
よ
り
塑
像
し
て
以
て
帰
り
、
祈
れ
ば
必
ず
応
ず
る
有
り
と
。
崇
禎
宋
年
、
中
国
に
故
す
る
も
の
多
く
、
貢
使
久
し
く
阻
し
て
還
ら
ず
。
王
尚
質
、
特
に
命
じ
て
之
を
新
た
に
す
。
「
渡
唐
の
船
を
通
ず
る
を祈り、懸遷の願を遂ぐるを翼う」の語、上棟文中に見ゆ。旧録（’六六三年の冊封使張学礼の『中山紀略』
の
こ
と
）
は
此
の
地
を
紀
し
て
一
一
一
清
殿
と
為
す
も
、
殿
中
に
三
清
像
無
し
。
国
人
も
亦
此
の
称
無
し
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
尊
廟
が
波
上
宮
の
近
く
に
あ
る
こ
と
、
琉
球
に
道
士
が
い
な
い
た
め
僧
が
香
火
を
奉
じ
て
い
る
こ
と
、
尚
質
王
（
在
位
一
六
四
八
～
一
六
六
八
）
が
渡
唐
船
の
航
海
安
全
を
祈
願
し
て
神
堂
を
新
築
し
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
も
の
情
報
が得られるが、ここでは「相伝一つるに、永楽中、貢使、京師より像を塑して以て帰り、祷れば必ず応ずる有
り
と
」
に
注
目
し
た
い
。
鄭
謙
の
「
総
記
」
に
も
同
様
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
汪
揖
を
祖
述
し
た
も
の
で
は
な
く
、
汪
揖
が
「
相
伝
一
つ
る
に
」
と
記
す
よ
う
に
、
昔
か
ら
久
米
村
に
広
く
受
け
継
が
れ
て
い
た
伝
承
な
の
で
あ
ろ
う
。
窪
徳
忠
は
、
こ
あ
る
仲
三
重
城
に
創
建
さ
れ
、
そ
の
後
十
七
世
紀
初
頭
に
上
天
妃
宮
に
移
築
さ
れ
、
’
七
○
○
年
に
上
天
妃
宮
と
と
も
に
修
理がなされた。
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の記事などから天尊廟の創建を永楽年間（一四○三～二四）と推測している（窪徳忠前掲書（注ｌ）、一九二頁）。
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
編
（
訳
注
和
田
久
徳
）
『
歴
代
宝
案
訳
注
本
第
一
冊
』
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
四
年
。
季
献
璋
前
掲
書
、
「
王
家
命
建
の
下
天
妃
宮
」
、
四
七
八
頁
～
四
八
一
頁
。
東
恩
納
寛
惇
『
南
島
風
土
記
』
の
「
天
妃
」
の
項
、
原
田
萬
雄
訳
注
『
汪
揖
冊
封
琉
球
使
録
三
篇
』
（
椿
樹
書
林
、
一
九
九七年）所収の『使琉球雑録』巻二、天妃宮の訳と注を参照、六一一一頁。
周
煙
『
琉
球
国
志
略
』
、
上
天
妃
宮
の
項
「
統
全
海
之
洪
波
、
傭
順
人
情
、
應
念
東
西
南
北
。
綜
歴
朝
之
寶
冊
、
仰
硯
聖
徳
、
｜
心
忠
孝
慈
仁
」
。
沖
縄
県
立
博
物
館
に
現
存
す
る
（
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
編
『
扁
額
・
聯
等
遺
品
調
査
報
告
書
』
（
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
十
四
集
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
年
、
五
五
頁
）
。
『
球
陽
』
尚
穆
王
八
年
二
七
五
九
）
の
条
に
「
天
妃
は
、
曾
て
封
を
歴
受
し
て
天
后
と
称
す
。
然
れ
ど
も
本
国
之
れ
を
知
ら
ず
。
此
の
年
に
至
り
、
始
め
て
天
后
宮
と
称
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
年
以
降
、
天
妃
宮
は
天
后
宮
と
改
称
さ
れ
た
。
『琉球王国評定所文書』第九巻（浦添市、一九九一一一年）、五五三頁、文書番号一六八。
周
煙
「
琉
球
国
志
略
』
「
冊
使
徐
葆
光
書
聯
云
、
那
覇
唐
螢
、
並
時
雨
宮
分
上
下
、
夏
來
冬
往
、
安
流
二
至
合
華
鐸
」
。
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
所
収
の
「
天
使
館
図
」
に
は
天
使
館
に
隣
接
し
て
下
天
妃
宮
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
天
妃
宮
有
三
」
と
い
う
記
載
に
は
周
煙
も
創
建
に
か
か
わ
っ
た
久
米
島
の
天
妃
宮
が
含
ま
れ
て
い
る
。
近
世
の
下
天
妃
宮
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
’
六
四
三
年
八
月
に
「
神
宮
を
大
修
」
し
、
’
六
六
一
年
に
平
氏
友
寄
親
雲
上
景
友
の
寄
進
に
よ
っ
て
門
前
に
石
神
二
像
を
建
立
し
た
こ
と
が
「
総
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
『
球
陽
』
尚
質
王
十
四
年
（
’
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六
六
二
条
に
も
、
「
十
四
年
、
平
万
祉
、
仁
王
石
像
を
下
天
妃
門
内
に
奉
安
す
。
天
妃
宮
の
門
は
、
素
、
仁
王
木
像
を
安
ん
ず
。
是
の
年
に
至
り
、
神
像
敗
壊
す
。
平
万
祉
（
友
寄
親
雲
上
景
友
）
改
め
て
仁
王
石
像
を
奉
ず
る
の
事
を
題
奏
す
。
幸
に
論
允
を
豪
る
。
資
金
を
喜
揖
し
、
薩
州
よ
り
其
の
像
を
請
来
し
て
、
此
の
門
内
に
奉
安
す
」
と
あ
る
。
汪
揖
は
、
大
修
理
以
来
四
十
年
が
過
ぎ
た
一
六
八
三
年
の
下
天
妃
宮
の
姿
を
、
「
宮
も
ま
た
破
れ
か
け
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
徐
葆
光
は
「
宮
門
前
、
石
神
二
。
入
門
甫
道
、
至
神
堂
一
一
一
十
歩
許
」
、
周
煙
は
「
門
左
右
、
石
神
二
。
甫
道
寛
廣
、
殿
宇
宏
敞
」
と
そ
の
姿
を
記
し
、
徐
葆
光
は
さ
ら
に
一
四
五
七
年
の
「
天
妃
宮
」
銘
の
鐘
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
銘
文
と
と
も
に
記
録
し
て
い
る
。
『
球
陽
』
尚
敬
王
十
六
年
（
一
七
二
八
）
の
条
に
よ
る
と
、
天
使
館
の
隣
に
あ
っ
た
親
見
世
の
「
菩
薩
」
（
観
音
像
、
あ
る
い
は
天
妃
像
）
を
下
天
妃
宮
に
安
置
し
て
い
る
。
伊
地
知
貞
馨
『
沖
縄
志
』
（
明
治
一
○
年
、
一
八
七
七
年
）
所
収
の
「
那
覇
及
久
米
村
図
」
に
よ
る
。
窪
徳
忠
『
中
国
文
化
と
南
島
』
（
第
一
書
房
、
’
九
八
一
年
、
二
四
五
～
二
四
六
頁
）
。
近
代
の
様
子
を
補
足
す
る
と
、
下
天
妃
宮
は
明
治
十
三
年
（
’
八
八
○
）
に
師
範
学
校
の
敷
地
と
な
り
、
神
体
は
上
天
妃
宮
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
上
天
妃
宮
は
、
明
治
一
○
年
に
は
久
米
村
の
西
、
現
在
の
天
妃
小
学
校
の
位
置
に
移
っ
て
い
た
が
ご
那
覇及久米村図」、（注別）、明治三一一年（’八九九）に天妃尋常高等小学校の敷地となり、校舎が建築された
た
め
、
下
天
妃
宮
の
神
体
や
竜
王
殿
、
関
帝
廟
と
と
も
に
波
之
上
の
天
尊
廟
の
敷
地
に
移
築
さ
れ
た
。
天
妃
小
学
校
に
は
今
も
上
天
妃
宮
の
名
残
を
留
め
る
石
門
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
「
遊
東
禅
寺
。
寺
在
久
米
東
北
。
前
臨
下
（
上
）
天
后
宮
。
後
掎
平
山
、
六
松
盤
若
嘉
」
。
９５古琉球期那覇の三つの天妃宮
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（粥）「上天妃宮、在孔子廟之右。深行曲巷、來巷塁悪石為培、石面皆如燭骸。因悟、一統志所云、王居壁下、多聚燭骸、
殆縁此誰傳耳。宮外石埠轟起、塙壁巍然。内有椿樹、垂陰數畝」。
（
弧
）
近
世
の
上
天
妃
宮
は
、
’
七
○
○
年
に
「
神
宮
を
大
修
」
し
、
’
七
一
五
年
に
程
順
則
が
寄
進
し
て
門
内
に
石
神
像
を
建
立
し
た
こ
と
が
鄭
謙
「
総
記
」
に
み
え
る
。
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
は
当
時
の
姿
を
、
「
宮
在
曲
巷
中
、
門
南
向
、
神
堂
東
向
。
門
考
、
亦
有
石
神
二
。
進
門
、
上
甫
道
。
左
右
寛
數
畝
、
綜
垣
周
環
。
正
中
爲
天
妃
神
堂
、
右
一
檀
爲
關
帝
神
堂
、
右
爲
僧
寮
。
増下、鐘一所。大門左有神堂、上蕎供龍神」と書き留める。周煙『琉球国志略』は、「門南向、亦有石神二。
南
道
左
右
寛
數
畝
、
周
團
練
垣
。
正
中
爲
天
妃
神
堂
、
右
一
檀
祀
關
帝
、
左
爲
久
米
幼
童
謂
讃
地
」
と
し
、
ま
た
所
蔵
の
鐘
の
銘
は
下
天
妃
宮
と
同
文
で
あ
る
と
い
う
。
（弱）「那覇之東北三里有一一一清殿。……一一｜清殿東有天妃廟。廟錐窄陰、幽蓬可観。廟東有演武場。場南有長虹橋」。
（
洲
）
例
え
ば
汪
揖
『
便
琉
球
雑
録
』
に
「
天
尊
廟
祀
雷
聲
普
化
天
尊
。
去
波
上
不
遠
」
、
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
に
「
天
尊
廟
、
在
護
國
寺
下
、
供
玉
皇
。
有
鐘
、
爲
景
泰
七
年
丙
子
九
月
二
十
一
一
一
日
鋳
、
銘
文
與
天
妃
宮
同
」
と
あ
る
。
（
師
）
張
学
礼
『
中
山
紀
略
』
「
歸
行
、
王
請
留
遍
額
、
正
殿
東
南
屏
藩
、
家
廟
河
山
帯
礪
、
三
清
殿
蒼
生
司
命
、
天
妃
廟
中
外
慈
母
、
王公亦有贈遍」。
（
胡
）
「
入
門
南
道
、
至
神
堂
三
十
歩
許
。
堂
内
有
崇
禎
六
年
冊
使
杜
三
策
、
楊
倫
慈
航
普
濟
園
、
順
治
六
年
招
撫
司
謝
必
振
普
濟
生
璽
遍
、
康
煕
二
年
癸
卯
冊
使
張
學
禮
、
王
咳
普
濟
臺
生
遍
」
。
（
洲
）
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
「
天
妃
堂
内
、
有
崇
禎
六
年
冊
使
杜
三
策
、
楊
捻
立
徳
配
玄
弩
、
康
煕
二
年
癸
卯
冊
使
張
學
禮
、
王
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咳
生
天
福
霊
」
。
な
お
周
煙
『
琉
球
国
志
略
』
は
、
張
學
禮
・
王
咳
の
額
を
「
生
而
神
霊
」
と
読
む
。
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
、
下
天
妃
宮
「
大
門
上
書
霞
應
普
濟
神
祠
、
則
萬
暦
三
十
四
年
冊
使
夏
子
陽
、
王
士
禎
所
立
也
」
、
上
天
妃
宮
「
梁
上
有
露
應
普
濟
神
祠
之
額
、
乃
萬
暦
中
冊
使
夏
子
陽
、
王
士
禎
所
立
也
」
。
周
煙
『
琉
球
国
志
略
』
、
下
天
妃
宮
「
門
南
向
。
明
夏
子
陽
、
王
士
禎
立
霊
應
普
濟
神
祠
額
」
、
上
天
妃
宮
「
門
額
、
薑
夏
子
陽
、
王
士
禎
書
霊
應
普
濟
神
祠
、
年
久
厘
失
。
康
煕
中
、
徐
葆
光
取
宋
宣
和
及
元
天
歴
雨
賜
額
、
合
書
之
曰
順
濟
霊
慈
之
宮
」
。
「
下
天
妃
廟
、
歴
年
既
久
、
無
従
稽
考
焉
。
幸
廟
内
有
一
片
旧
板
僅
存
。
而
板
面
、
書
永
楽
二
十
二
年
造
七
字
。
固
足
徴
焉
。
且
見
其
鐘
銘
、
乃
鋳
千
景
泰
八
丁
丑
年
。
由
是
考
之
、
自
永
楽
二
十
一
一
年
、
至
景
泰
丁
丑
年
、
几
歴
二
十
四
年
。
然
則
建
廟
也
先
、
鋳
鐘
也
後
、
而
有
得
其
序
次
。
則
干
永
楽
年
間
、
乃
造
斯
廟
也
無
疑
英
」
。
前
掲
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
、
「
南
島
風
土
記
』
、
那
覇
の
天
妃
の
項
。
「
杜
公
録
云
、
天
尊
廟
、
昔
閏
人
移
居
中
山
者
、
創
建
廟
祠
、
爲
國
祈
福
。
以
此
考
之
、
上
天
妃
廟
・
龍
王
殿
、
亦
此
時
建
之
鰍
」
。
季
献
璋
前
掲
書
、
第
三
章
「
唐
人
の
琉
球
定
住
と
嬬
祖
の
伝
来
」
、
那
覇
市
企
画
部
文
化
振
興
課
編
『
那
覇
市
史
通
史
編
第
一
巻
前
近
代
史
』
（
那
覇
市
役
所
、
一
九
八
五
年
）
。
汪
揖
『
便
琉
球
雑
録
』
が
「
下
天
妃
宮
與
天
使
館
隣
並
。
門
外
即
館
垣
之
左
地
、
寛
平
可
數
十
畝
。
前
有
大
石
池
。
那
覇
居
民
、
向
以
此
為
市
易
之
所
。
今
徒
馬
市
街
」
と
記
す
よ
う
に
、
天
使
館
や
下
天
妃
宮
の
前
の
広
場
は
那
覇
の
町
の
中
心
で
あ
り
、
女
た
ち
に
よ
る
露
天
の
市
は
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
場
の
特
質
が
表
れ
て
い
る
。
天使館の創建された年は、『琉球国由来記』・『琉球国旧記』が尚巴志壬の冊封時の永楽年間（一四○三～二四）
９７古琉球期那覇の三つの天妃宮
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か
と
し
、
『
球
陽
』
が
「
察
度
王
始
め
て
中
朝
に
通
す
。
爾
よ
り
し
て
後
、
天
使
数
次
来
臨
す
。
武
寧
に
至
り
、
始
め
て
冊
封
の
大
典
を
受
け
、
永
く
著
し
て
例
と
為
す
。
此
れ
を
以
て
之
れ
を
考
ふ
る
に
、
則
ち
天
使
館
は
、
武
寧
王
此
の
館
を
創
建
し
、
以
て
冊
使
を
駐
む
る
こ
と
知
る
べ
し
」
（
同
王
九
年
附
条
）
と
、
武
寧
王
（
一
三
九
六
世
子
～
’
四
○
六
中
山
王
）
の
冊
封
時
と
す
る
。
『
球
陽
」
は
天
使
館
の
起
源
を
考
証
し
た
も
の
で
あ
り
、
那
覇
の
天
使
館
の
創
建
は
『
琉
球
国
由
来
記
』
や
『
琉
球
国
旧
記
』
の
い
う
よ
う
に
、
尚
巴
志
王
代
で
あ
ろ
う
。
小
葉
田
淳
「
歴
代
宝
案
に
つ
い
て
」
、
『
史
林
』
四
六
巻
四
号
（
一
九
六
三
年
七
月
）
初
出
、
『
歴
代
宝
案
研
究
』
創
刊
号
（
沖
縄
県
立
図
書
館
、
’
九
九
○
年
三
月
）
に
再
録
。
柴
山
の
宗
教
的
・
文
化
的
活
動
を
記
し
た
「
大
安
禅
寺
碑
記
」
・
「
千
佛
霊
閣
碑
記
」
（
郭
汝
森
『
使
琉
球
記
』
所
収
）
は
、
後
の
冊
封
使
の
郭
汝
霧
や
繭
崇
業
の
便
琉
球
録
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
世
に
伝
承
さ
れ
た
。
「
千
仏
霊
閣
碑
記
」
に
「
於
是
重
修
弘
仁
普
濟
之
宮
、
引
泉
鑿
井
於
宮
之
南
、
鼎
造
大
安
干
佛
霞
閣
」
。
李献璋前掲書。
東恩納寛惇『南島風土記』。
「沿湖而東、陛山半、有天妃新殿。造自郭公。凡冊使往返皆於斯起福醗、五書夜」。
「
宣
徳
・
正
統
之
間
、
重
建
上
天
妃
宮
子
営
中
」
。
上
里
隆
史
「
古
琉
球
・
那
覇
の
「
倭
人
」
居
留
地
と
環
シ
ナ
海
世
界
」
『
史
学
雑
誌
』
一
一
四
巻
七
号
、
二
○
○
五
年
七
月
。
高
橋
康
夫
「
古
琉
球
の
環
境
文
化
ｌ
禅
宗
寺
院
と
そ
の
境
致
ｌ
」
「
都
市
・
建
築
・
歴
史
４
中
世
の
文
化
と
雪
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東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
○
六
年
。
（
洲
）
’
六
八
三
年
の
汪
揖
『
使
琉
球
雑
録
』
は
天
尊
廟
に
つ
い
て
「
国
に
道
士
無
く
香
火
を
奉
ず
る
者
も
亦
僧
な
り
」
と
記
す
。
（
訂
）
「
夏
給
諫
子
陽
使
録
云
、
此
爲
嘉
靖
中
冊
使
郭
給
事
汝
霧
所
建
」
。
た
だ
し
、
知
ら
れ
て
い
る
夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』
（
黄
潤
華
・
蔀
英
編
『
國
家
圖
書
館
藏
琉
球
資
料
塵
編
』
（
全
三
冊
、
北
京
図
書
館
出
版
社
、
’
’
○
○
○
年
十
月
）
所
収
本
）
に
は
徐
葆
光
が
引
用
す
る
よ
う
な
記
事
は
な
く
、
お
そ
ら
く
胡
靖
『
琉
球
記
』
と
混
同
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
魂
）
齊
鰻
・
費
錫
章
『
続
琉
球
国
志
略
』
も
同
じ
。
ま
た
田
山
花
袋
編
『
琉
球
名
勝
地
誌
』
（
博
文
館
、
一
九
○
一
年
）
の
「
天
女
祠
」
は久米村の上天妃宮の創建について周煙『琉球国志略』をほぼ引用、記述する。
詞
）
胡
靖
『
琉
球
記
』
「
創
自
嘉
隆
間
、
覺
傾
頽
略
加
脩
葺
」
。
（㈹）「上天妃宮」銘の鐘は、『琉球国由来記』が「上天妃廟」の項にその釈文をあげ、周煙『琉球国志略』に「有
鐘
一
、
鍵
文
與
下
天
妃
宮
同
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
久
米
村
の
上
天
妃
宮
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
団
）
「
景
泰
年
間
鋳
巨
鐘
、
以
懸
千
両
天
妃
宮
。
而
祭
祀
天
后
時
、
撞
鐘
拝
礼
耳
。
至
干
是
年
、
始
定
暁
暮
撞
鐘
以
報
時
刻
」
。
（
他
）
こ
の
願
望
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
が
、
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
に
「
設
學
於
上
天
妃
宮
、
以
教
七
歳
以
上
之
初
學
者
」
、
周
煙
『
琉
球
国
志
略
』
に
「
久
米
七
歳
以
上
初
學
者
、
則
設
塾
於
上
天
妃
宮
以
教
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
上
天
妃
宮
の
ど
こ
か
は
『
中
山
伝
信
録
』
に
記
載
は
な
い
が
、
一
七
五
六
年
の
周
煙
『
琉
球
国
志
略
』
に
よ
る
と
、
「
天
妃
神
堂
」
の
左
の
建
物
を
「
久
米
幼
童
謂
讃
地
」
と
し
て
い
る
。
（
㈹
）
泉
田
英
雄
『
海
域
ア
ジ
ア
の
華
人
街
ｌ
移
民
と
植
民
に
よ
る
都
市
形
成
」
、
学
芸
出
版
社
、
二
○
○
六
年
．
９９古琉球期那覇の三つの天妃宮
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